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平成23年 (2011年)東日本大震災における農村工学研究所
の対応と農地 ・農業用施設等の被害実態

鈴木尚登 *中里裕臣 **
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I 緒言

:>1三1&23 :'1". 3月 11円 1411守46う上旬:し ご陣iql. 4'1 11じI~.，1誌

の東南東 130km付近 深さ 24kmを震源とするマグニ

チュード (M)9.0の地震 (本震)が発止 し 震源域は

岩手県iqlから茨城Uitiqlまでの広範lillに/えび， 気象!一)二は.

ド|乙I1X23 {I' (2011 {Ie)京北地方太平洋iql:Jiliil¥iU と命名

したo 今日の地震は， 太平常プレートと|注のプレートの

境界で発封ーした海油型で.その規被は国内制iJ!iJ史上最大

liI:界でもスマトラ 烏iql地震 (2004iド)以来で 1900 :q:. 

以降では 4帯ー1=1に大きな巨大地援であり 常城県 :1ヒ i~ l\で

股大震度 7.W北-関東 8lliLで震度 6以上なと¥ Jk日本

を1=11心lこ:1ヒiilJ.i芭から九州にかけて 円本列島会体がj吊れた

(Fig.l参11.日)。 また 地震により 般市i':v1f立9.3m. i，l'i皮遡
上 fJJj は 回内側 iJ!リ史 J:. M大の 40.5m に上る 大津波が発~I::

し 起源域に近い東北地)jと関東地ブJの太平洋沿岸部に

おいて約 56，100haが浸水 し (Table1参)1日).多くのj浮い

主i一 命 と財 産が一 |砕 に して ~fr われた。 その後 (2011 年 10

月61::1まで)余震は M5以上が 579IIII. M6以J'.が 96

IIJ.I. M7以」ーが 6ITII. 最大震度4以.1のものは 2081行!と

なっている。本震の翌日 (3)JI2U)未明には本震の

余震域外でも.長好県:1ヒ古1¥を震iWとするldiい地震 (M6.7

最大震j交6~rtt ) が. また 3)J 15 U 夜にはI111ト岡県東 i'~:I) を

震源とする悩し、地震 (M6.4.最大震度 6強)が発生 した。

大津波以外でも地震の揺れや液状化現象.地撚沈一|ごな

どによって. Tl~北地方 と|立l京地方の広大な純|泣|で、各杭ラ

イフラインの寸断や建物守港湾‘I，((l世主;:の施設に大 きな

*企i~i:i:¥'J}!!i'，li 防災liJf究I制慾役 **企画管理部 J~ I ... niJf究員

'1勺&24 11' 1 )'J 10 1-1 '3UW 

キーワード 地震 沖iJJi. 災 'fí~ 対策基本d:. jl11じ公共機IY，J 技
術文媛 tfi;背 lí;'~1交
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Fig.l 東北地)j太平洋沖地震 (本炭)における 日本各地の震度

分布

Distriblltion 01' thc 2011 0日、thcPacinc coast of Tohokll Earthqllak巴 111

Japan Archipc1ago 

f&ii;が発生1:し 農地やため池 水路島?の農業m施設で、も
全国 15Ui ~ で約 8 ，300 佐tl Jj (11月 7[] 1/';¥ }~O の被答移!が

発生 した。また. 電力施設被害による大停電や一連の震

災によ 1').1:1本会|主|及び1!t'Nに経済的な二次被答がもた

らされた。政府は4月 11:1にこのj也J主.による震災の名称

を「東円本大震災」にするとともに 被能移(を 16兆円

から 25兆円と 試算 しているo !J II えて.地震 と ì~l'ì皮によ

る被告ーを受けた東京電力十日向第一iJ;(守力発電所では‘ 全

'~IT: ì!Jj(の喪失ι より 原子 炉の iji tlJができなくなり， 大詔 の



つ );~~; ;j 二l一手 liJfヲ'EIYit支相 !H213 '~J' (2012) 

Table 1 伴淡によるJ受水被告百科:ln.

Thc inllndation arca of thc tsunami disastcr in thc 2011 Off thc Pacific 

coast ofTohoku Earthqllakc 

被ザ県 被害iiIl浸水lHIl 割合 内農地 割合
r 名 l町村数積mI [R 而i和 (ha) J、 Oノ~ \ノ

青森 5 2，400 4，3 79 0.1 

岩手 12 5ヲ800 10.3 1，838 3.3 

宮城 17 32，700 58.3 15，002 26.7 
:rii¥吉t正売zj 10 11，200 20 5，923 10.6 

茨城 10 2，300 4.1 531 0.9 

千葉 10 1，700 3 227 0.4 
ぷに、T言~i 48 56，100 100 23，600 42.1 

(国土地理院4118. 農林水産省 3/29よりfr:J&)

放射性物質の放出をやl'う重大なl伝子力事故を引き起こ

し 同辺-fの住民らは避罪Iiを怖いられることになっ

た。その他火力発電所等でも損害がI.Uたために。東北地

方と関東地プjは深刻な電力不){に陥った。災告発生の担

円の 3}"1 12 1=1に政府は政令により .1平成2311-'. (201 1 iド)

東北地方太平洋ylj'地震等による災害」を激甚災宗に指定

し，同じく政令により判定非常災答に指定し災害救助

法の適JlJが決定された。また 3月22日に池震と津波

による被害について被災者生活再建支援j去を適用1るこ

とを決定し 4)"J 11日の閣議決定により 東日本大震災

復興構想会誌が設置され.6月241::1に東日本大震災復

興基本法が公布・施行された。

独立行政法人民一業・食品産業技術総fi'liJf究機構 (以下，

f炭研機構」という。)は災答対策基本法第 2条第 5号に

基づく指定公共機関であり，炭研機柄の防災業務吉l'illIi第

1 :申:第3節には，農村工学研究所(以下.IJ.主コ1リIJという。)
が「防災に閲する，;式!放及び研究並びに前l査を推進すると

ともに.関係機関が実施する災害対策の技術支援を行う」

と規定している。本報では.未曾有の東日本大震災にお

いて民主liJfが行った技術支援の災績とその活動内容を概

説するとともに，東円本大震災による農地 農業!lJ施設

省?の被害実態を報告する。

なお，本wの取りまとめに当たり 民林水産省農村振
興局防災問災第対策室.東北農政局及び、関東農政局j刻、:J

fil画部 技官iIバ'¥:1，の関係者に多大なるご協力をTnいた。記
して!器用JEJ:iし上げる。

E 東日本大震災における農工研の対応

1 震災被害の概要

東日本大震災による被害は 岩手県から千業県までの

太平洋沿岸域を '1コ心に句 1 fili 1道 10りたで死者・行方不

明者として，死者が 15ヲ782人 行方不明者が4，086人の

19ヲ868人 (9月 11 U 現午u に及び.技が国で起きた I~I

然災害で死者・行方不明者の合計が l万人を超えたのは

)j没後初めてのことであった(内問府 2011)。また，被干!干

を受けた建造物は，全壊 11万5，163戸守二!':i表 16万2，015jゴ

全二1'.焼284戸")~d~一浸水 l 万 1 ，576 戸床下浸水 l 万 3 ， 649

戸，一部損壊 55万9，321Fi (9月11日現在)に及んだ。

避菜作者はピークH寺に 4075人以上‘停電111:;;すは 800万

戸以 l' 断水世相は 1807j'芦以」二 道路は 3，559箇所で

損壊があったとされサ道路の寸断によって岩手 ・宮城・

招島の 3 県では-II~J 少なくとも 1 TJ 6，000人が孤立した。

首都高速道路でも湾岸線を中心に被省が発止し新木場

出入口一葛西ジヤンクション間が 3n 22 1:1. 大黒ジヤ
ンクション述;在住谷カ{3月27rlまで通行止めとなった。

東日本高速道路管内では公安委員会による緊急交通路に

指定されて緊急車両専用となり， 3月24円午前 611奇ま

で広範囲の路線で通行止めになった。鉄道は JR東日本

官内の東北新幹線で、1111台駅など5つの!肌が被答を受けた

ほか， '~li:t ìやや梨i11.i会i梨橋の橋脚など約 1 ， 100 箇所が損

傷した。 また 気イI I! H~kJjl なと'T:E来線 7kJillヌーで23!!)J¥が流失‘

線路ががJ60kmにわたって流されるなととの被害が発生し

た。JR東日本は池震発止白後より新[j!i:北Jilと在来i'jjlの:illi

Wi~ を終 日見合わせ。関東・首都l習では私鉄と地ド欽の全

線が逆行を1-'rJIーし，多数の帰宅|未lifiH者が公的施設に宿泊

した。 品j'L ~，ど関係で、はイIJI Éì ~;:;iιの ;-n 5.ι路がi~n)j(で、冠水し

空位二ピルが全而復11=1し， 1111原市j!定J~J1史が逆行 干q 閲された

のは 9月25円であった。交通網の被itで妥151史やiill送に

も影響がUJ，て， 被災J地也への物資輸送は 3}汀-J1凶6円カか、らi'ハ| 

i待奇矧I引|隊;滋ぷに一7しイヒさjれL.~均が航:)i'1札J配L~):'1定自き主Ij待4訂叩f引F泳ゑ剃4松公IL!造H地也カが古斗』拠処処.'点l

地1震主D'前t可町i:企f後炎. 束北屯力?主也i吉i内でで、は 1首:5i系符森i長ぐ県 . ;{-杭イ E可乎r り県:ユ~. . ;[秋火!日m1王到:1 | 
り県共の五全=主域主， 1 Lljl~即 -1I城県のほぼ全j攻， 招 jおりIL の -' ~'~:I)で

合わせて 440 万 戸.東京電力 :ì~: 内では茨城県などの 404

Tj 6 千円が停電し複数の発電所体リ:によ っ て計 ~I'i停電

を実施した。通信は町 NTT東円本が地震の影響で、fE

話の i昌信分~flilJ を 災施し fニ 。

救助・ 支提出動も前例のないものとなり， IkJ聞がl緊急

災手対策本 i~i15 は 5 月 17 Uまでに. 筈祭)う.?i'j防J'r・海

上保安I~J ・自衛隊の派泣 ì';151欲によって 2 万 6 ，708 人が紋

H¥されたと発表した。また守 u本!こ!ij外の 156の|主1. 1也JiJZ
と41の機関が支援を表明し， 28の|剖 地域・機関から

救援|泌を. 53のI@・地域・機関から救援物資を受け入

れている。被災地では り誌やilJなとの物流拠点まで輸送

された食料や燃料.水，薬品などがIqJ~ 々までに j吊かず，

兵庫県南部地袋発生H寺と比較して物資が大!日に不足し

た。そのJ.illll:lとして 各地の港湾が被災し道路網が寸断

されたこと， rli IIIJ村の1[1'&買が不足したこと守被害が広範

凶及びJllfD1fi者が指定避罪1I所以外の施設に分i放したこと与

が挙げられる。特に燃料が不j旦したことで句 ci動車での

移動や|暖をIIi(ることもI*lyiWな状態が長く続いた。初島県

では可原発事i'iY:による被|燥を恐れてトラックがヲ|き返す

などし行行手を':j:J心に物資が)日きにくくなった。

!切j!，日主，は 3月 11日1411寺50分に「災告:対策本部」を

設iEし，臨海空白jl"j隊がj支援や偵察のためにヘリコプ

ターや戦闘機. lI ì~j)成機 会?を発進させ。陸上 |主|衛隊の

UH-1が出;たした何波にもわたって襲来する主Ity&:の映像



鈴木川j{f' '1111¥.桁!:I: 、I"}J比2311'. ( 20 日 fド ) 点 11 本大炭火における ;;~H rq:liJf究所の刈!よ、とJ11J血，JnA~~ J! j 他ぷ~:，}の ì41 ;，i;: 'J~~広 3 

は 山道機WJを:iu1じて全1'11に欣送されている。14IJに

は|;十 ìíリ ~)-i 1'1 i!，¥J 1;ふを統合起J:IJする災 itjc合 1:T務 /;:I~1;'ゑを拘il戎

し I ~ I i!;'r Fぷ tilJ ;没 以オミ iru大 j、比 f~~の災汗 iJ民遣を 行 っている 。

また，tJl、ブえする被 '~i ;:の復興のため 1'1衛隊#:IJ設以オミネ})と

なるl!IJcL;-Hiili1'1 i!，'J T'T及び予備 1"li!，tJÚ.の災 'il;:m~こ命令を発

令 した。 今 !日|の派遣勢力はù~大|時人H IO)j7，000人で、

発災から 6月 日J-Iまでの 3ヶ)=Jの派遣がi松は 人H延

べ 867TJ 7ρ00人に迭した。また守発災から延べ4ヶ)'J

にわたり 10万人組肢で、被災者支援・復興を行った。

2 農地・農業用施設等の被害概要

Jlt +t: i'J( ii'ii :f'iが 11PJ 11日に公表した京日本大震災にお
ける j見地・民業川施設与の被~i ;:では 被 ~~i子 氏しが東北地 )J

6りiL問点J也ブj8リuえび新潟県の)j-[15県が被災し被
:;t::í:;riiïYí~f] 39，000 iW川被告示芯知的 8，300伯、II.Jとなってい

る(Tablc2参11日)。このl人l釈は民地被告ーにWJするものが.

;;I'iJ)(による被災で約 4，000位、1.11と被せ1得l全イイ，0)約之l'分を

I ~Î め • '，，，';JJx. 1'1>';，1芯 山手の被災復i卜j立3リ;Lで被告側全体

の9:;I;IJ となっている 。 また.茨城. 千 共5. 栃木即の|ユJ l1~

地ブJ の 」一 1立'~ 3りiLを合めた 6U ; ~ で被告 知全体の約 99 % に

なる笥 rJJt:I;:がJ'.f.v: 6 U i~ に刻、 11' している 。

3 農工研の災害技術支援

a 技術支援の概要

発災[1'1後の 1511'¥14分に|勾|持IktJ:HプにI::!:I止。 リよ ;'i;:ßJ~'Z J， I';

本語、第 28~たの 2 (こ t，l~づき守 「おしく 占1Mii' かつ ìØ~ :lμ な ~ I'，;;\'

災誌が発~I した場イ'ìJ ~こ ;没 i8 される「緊急災特刈策本;'\l íJ

を立ちJげた。11;11ネ;](J1(1と[で、はI<"J日151ト.¥18うfに本省|ノィ

に rJ山民災住対策本日liJを設w;すると共に n.!..J:~、 'Jj辰 lj'IJ)"j 

防災訓では rJ也佐災 '~l~: に士、j する派遣~: rtÏ~J J にIYcJ して JJt ~[

liJrにi主総 した。これにより 炭 LIrJIではJitliJI械情の防災

業務訂nfrjU~ 2 .i1'，' U~ 3 tiii (支J妥本nl;の設 i ;~) の m%' により

同1115 II'!J 30 分に 「 災'~~;:対策支援本部J (以下 「支援本

吉liJという)を殻II'J'した。この民J:iiJfの支援本;¥1¥の設'I;g

は 200411:のXJi山りi~11' j也 i也 J~~ )~ 手?以米 2 I主1=1となった。

支援，，，j;.:i'il¥の粍過はAppendix1に示すように 5 )1 9 1二l

までに 811'1の支援本部会議をIJ1JiH~し 震災からの復|ド|・

復興支援に向けた全rYi(10111(り組み付、f!ilJを1孤立 ・係認する

と0tにその後の震災関述の技術支援活動については.
民TiiJIの所説で十日町一及び、{i'{1認を行った。

ijさ1リf機梢では 3月241二|の役員会で 「東北地)i1c'r'
i!(o ir[' Jili渡良iiJf機構対策本部Jの枝問を決定し 同30円

に第 -Illl本部会令がIJfJilじされ守 11'1人jに5Illlの会合が行わ

れた。 さらに機構対策本;\1\の 1; に IJ]'~ 災復興に向けた技

術検討会Jを設け 12 )J に IJP~ 業 の 21 災復興に|向けた

jjt胃」として「復J}'IJを支えるjたfiJlj技術の新i:k:i，1ザ 誕災復

興で~:ijî しい従業のt!1JU-'，を Jを公表した。
jJーリネノj( iI( 1;1、 ;:r};からの被災地への派遣~両日，\J 1fについて

はYl!12 '-'から IJlJ始され 20111ド内に 20次 延べ 57:?:， 

の J~政民が派i立さ jした。また 今;文災が I~:大;，1勺皮を ドl' う広

範かつ多紙な被災を発~I : させていることから. 3 ):J 24 

1-1より復旧・{長卵、lのための技術支援に係る炭ー仁川の独日

制作としてもl紋民の被災地への派遣をIllJ始し.被災ダム・

ため j也 ~};の復 1 1.1 手話;や ;~I' ii)( 被災民地の Ijá?Jt~. ， f]，投キ111主じf(末、

Jji;fl't 1 砂処Jl[I及び.~S 孫移転を1'1'う よ地利)日制虫干針 。被災

J:tIJ山で必要とされる様々な技術支援ニーズに対;;L;するili

Tablc 2 )j{ 1 : 1 本プJJLにおける民地ー j見~\UII施設~:~~;の被告状川

SU111111日ryof damagcs to f~lllnland and agriじUltLII日1I"aじiliticsc1uring thc 2011 OITthc Paじ!日cじoastofTohoku Earthquakc in Japan 

三I'Jj比23"1. I I J J 7 1-JJ:IUI (lji. f古 f1ムl'J) 
J1~J山 12業JIJ施設計 Jl~1、、J/-lìj~1主J:iili施 j没 千~1" ~-， ! 

りよ名 mmi {1j日i;.制 信iiYi 被，.与吉([ ii，iiTYi 被千i ~: も([ íi~jリl 被害復!

l!j~ りiL 20 23 コ つ 0.2 45 

岩手県 13，321 226 3，644 309 41 10 17，006 

古城町し 317 2，769 2，994 l司489 102 267 3，413 

;fJ， 1:11 Ui ~ 。 O 7 0.1 1 J 0.2 18 

11111手県 102 0.4 134 3 フ 0.2 238 

ネt~l; H~斗Jl，FI ミl 1，794 943 3，731 l‘246 1II 226 5，635 

茨城県 640 40 7，597 342 100 93 8ヲ337

栃木UJL 238 6 510 90 23 6 771 

'1I'(o).!刊誌 。 。 32 3 。 。 32 

j育.T.県 O O 67 4 。 O 67 

千葉りil 113 I1 2，225 142 6 17 2ヲ344

神奈川県 O O 0.01 O O 

長野県 746 8.6 239 14 4 4 989 

1将[，?ilM 。 。 2 0.1 。 。 2 

~Yíi月県 165 6 252 12 7 9 424 

千?行| 17，456 4，012 21司457 3.658 409 633 39ラ322
7け[:[け) ;民Jた~X染、L、川 b胞も 1設i没生主笥i の 11被1皮Iι"λ!は立 i主一に ためt池也 A水ζ日路i白¥. j似弘4木，1限従 j渋Jた~J地也{海i1JJ山;ドl 似4令子』胞iÚi i設3没止の被 λ である 。

{什i'?沿) 』れ~付 ，1.1治l前q川刊|い閃;弘刈\);述主』施h百設生の被t千i~は l正:にl 日集と制:J I';j水、施"設g没立の 11被l皮~'g である 弓

0: 3)茨城県及び午梨県の民党、川胞llt判ニは {必t)iJ(itfiWI匙1'1'1，'からド|i;:lのあった 7J( ~/t; }J;~IJ日発胞"止の被 ; i;: 荘1 を ffんでいる 。
※ j;~iキ ，j，，'c/;，' (1123.11.11プレリリ ス)

6 

546 

4，535 

0.4 

3 

2，415 

475 

102 

3 

4 

170 

0.01 

27 

0.1 

26 

8，302 
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動をスター卜した。発災l出後に附iiじした対策支援本部会

議では. 当初τ 被害形態、から支援分UJ!'1I{に技術班を編成

し対応、することとしたが.その後 被告が而11なにブてきな

!よがりを手]し技術支援による対j之、|付谷が彼キfiかつ複合

的なことが明らかとなった。このことから現地活動を組

織的、効ヰ:的.総合(10なものとするため さi文援本部の

下に毛利施目立工学:(日究領域長を代表とする 「復興1]支援プ

ロジェクトチームjを設i!J. 5月より 「土I:.(，iiとLI".;古をそi'

る ilik災対策と J也j或復興J をテーマに 11又り対lみを I~~J 立ち した

(Fig.2参fF;i)。

b 災害支援職員派遣要請の対応

京u本大震災に係る 23.:¥r.の派遣要請は Tablc 3に示
すiillり20次に亙っており.発災後約一ヶ月以内に緊急

被災;iJrげととして 101日l の派遣~日15があり，その後.復 ILI . 

復興に1>>りする技術支援が 81illとなった。派遣地JjA:は東北

~?r 内 121訂| 閲覧管内 71司、:1t Ig}; :ì~: 内 I11 1 1 である (Fig.3

参!!日)。支援対象はダム・ため池WJ係で、 111!.i1と放も多く‘

続し、て農地 71可.水路・ パイプライン 51ι上 海岸施設3

|斗|とがしく 。被災形態日Ijには地lk関係で 16l!.il. ;~I'.波 WJ 辿

で 51立し さらにWJ京管内ではjfE地と7J(hlれ・ パイプライン

の液状化に閉するtJ長選~~f'l に も対応 し た。 県日Ij派j世先と

しては. ダム・ため池の地震被官がよさかった柄島県へ

の 71旦|が披も多く‘ 1与城県では言1'1皮'Ìtiz tli: に I\~J係して 51日l

茨城県 31，-，1.栃木県 21日1. 岩手児 千葉県 j~Ï' ，1日県が各

IIITIとなっている。

4 平成 23年技術支援に係る活動実績

J~J :J iJfが京 u 本大控災において実施したえ手 対誌の技

術支援活動経過は守 Appcndix2に7J、す通りである。以下 I

士.J')，'む ~Ji 立('1耳 に}活動実績をまとめ t.:. o

a 被災現地における技術支援

震災|刻述技術班日Ijの活動笑績を Table4にまとめた。

被災地における j主水省等からの派遣t~ilí~J と j主ユ (i)f独自の

調査派遣の合計 1111数は 851凶 (1徐行51立jj主を含めると合計一

123 1'-'1)で被災9llfLへ延べ 971旦1.248人ITII(ITiJ 135 l!ll. 

344人|日1)であった。派遣|巳|数及び人民がiFk:も多かった

のは 高城県で 40凹.89人II!lで守各 141可の派遣となっ

た岩手県と柿島県は.各々37人凹と49人|訂|である。以下

決城県‘千梨県.栃木県と続き。概ね民地・農業川施設

省;{皮災級(の大きさに比例している。被災の)1三f注目Ijでは

詰p波WJ辿が47151(54.6 % ) と過半 を I ~Î め守その|礼 炭地・

炭業施設支援坊の 321訂1.復興支援プロジェクトの 101旦I

では町 津波被災民地‘集決の復11二|・復興支援というlIIj例

のない技術的テーマを判ってJJi士山刻係者と取り来11みを進

めている。また 足掛sm施設にWJしては 発災当初は=
次被 '~i::I;)j.lしのための被災緊急日l貨がまであったが。 乙!と.:¥1二

が*出品するrllで復11こ|一J:IJiのための技術支援対応があい、て

おり 米.:¥Ie以1;.不東北成政j日}tr内の復ILI-i.Ji業ii-の本給実

農水省農村振興局 h 

東北農政局等 1 i 

-ーーーーーーーーーーーーー・・ーーーーーーーー周回→ーーーーーーーーーーー『ーーーーーーー

農水省農林水産

技術会議事務局

一
構
部
一

1
1
1
械

跡

本

一
段
対
一

【
農
村
工
学
研
究
所

災
害
対
策
支
援
本
部
】

、v
防災研究調整役

(本部班長)

-ーーーーーーー」ーー-----同ーーーーーー」ーーーーーーーームー_.J.ー自由E ・--..闘--唱 -・V 司V

復興支援プロジェクトチーム I Ir.lll :1Iil I*l 
|務|川官|
1 liI 1 川 1M 1 O毛利施設工学研究領域長 L二:::....J ， L二:::....J しごと」

・小林技術移転センヲ 長
・勝山技術移転センヲー教授 復
・山本技術移転センヲ 教授 LiIII-ーーーーーーーー-J E E 
-友正農地基盤研究領域主研 |‘ E誌
中嶋施設工学研究領域上席 ...) 

・丹治水手IJ工学研究領域上席 | 
福与農村基盤研究領域上席 |ー四圃圃個

・鈴木防災研究調整役 J (復興対応)

チーム長(代表)が必要と認める職員

{補足 mDは代表者)

Fig.2 東日本大震災における技術支援体iljlJ

Thc strllじturc01' tcchnical slIpport to thc East-Japan c!isastcl 



鈴木f~j {f: -qI !t!， "t古 I~~ :平成23ilユ (2011iJ'.)京 11 本 )(j~'~ ~えにおける t色村工学i萌究所の対Lむと j足Jt!l . t~梁fH施設作の被誌・実態 5 

TabIc 3 東日本大震災における?とお支援総領派逃一段;情対I.i:.;の経過 (lIZ/&23 iF) 

Rccord of rcqucslcd disflalchcs 01' NIRE 51afT aflcr lhc 2011 off thc P，lcific CO<lsl ofTohoku Eanhqllake disaslcr in 2011 

次数 日H 対主 J(遣聾詰 派遣内容 ilftj持者・ 被幻fj!&世シi現世 1u旧調査

耳il;); 3Jo112-13E1 タム
炭鉱向防災保木 福島県下羽鳥タム g#ir3~場整iI!! i!i郷ダム 構造研究室1¥1111室長・111111・j'.研・林間主ij，!):礎

地袋 O 
1月初~:里 昔坂タム 地盤研究主民lll.ijJ!

首i2次 3 fl13 -15日 7ム }~.HJé品j防火ì* 孤島県下一稀古川ダム 施設機能研究3中町43・rt i由di O 

ri振周防火~*水
術品lit-ト岩棋大池 'Iilll新池蛇のり，1-'1'

:1'.質M究主栴主長 I:rr研究乱暴陵地位研究室
官13(j~ 3JJ 14 -15 H ダムため池

資源祁
/池宮tのり'，1.'1'/池舵の孔iノ池剥阪池

IJ'盟室長
地ti O 

_ . γ-;)，~池 111/人ダム能!I'. タム

i'iifof工本理研究室舟iti室長制i:!iJI.lii錦4'都中

有"~次 3f117 -21日 農地ー市w:施設 ~ffiÆj防火諜
吉成l早T亘理 山本名取川地区定川 矢官nr;主耐 水IsiIlslftシステム研究ナームI)j(Ll

出世 O j生I買 チーム長 1t川正研月I水管理!研究寝友正主耽
水利施設i是能研究主AK主研

おjik J 1'1 21 -26 fI ダム 民桜局防~~~!~ 福島県下三'Jf.~池凶郷ダム
t!;鑓地盤研究主ψ史室長」地資源研究室-f.;'迫一1:

地自i O 
町1広焼防災研究チームJf.l研究釘

第6次
H12811-

ノfイプライン ~l読局防幻1l 福島県下 I'I常限戸IIIl世R
1主主tl重策研究室'1'桝室長.土質研完~布ti研究員.

地;JE O 29[1 ，*Bi¥工M現碕究室fTI'l'主制 臨設資源郁毛利自;長

お7ik ]川29日 タム t'l鮫I"JÇ)j';::~ la，島県十功!H調tzi血
|再逮研究室l~i Jl I室長 111同:i研桃山:1'.日t. JiiW 

地~I~ O 
地位!1¥1l1主研

農地。ilJiir施設 む千.宮城両県 fへリコプFーによるmw
施芯Wi源部.[;利$民 (海岸施芯) ，施泣~~能研究w披!地

~;8 次 31)30-31日 ダム パイプライ CE品~fi;)~)j 'Æ認 結災地成並び仁衣JlII号ダム及び間営迫川
室iJ目的室長(:1ムーパイプライン) 勾hzEz O 

ノ ¥.:.;.島地I!パイプライン

ま~9 次 HI 14 -16" ~~J世(塩谷) m医局防火訳 日岐県F:石在地区
本nll':i度判m相当町LiJ昨，;.~t川正郎.州地工♀

井口I! O 
担l当塩野上前;

第10il.、 ~ 1115日 パイ7.ライノ 炭{臣F.il~)j 'Æ謀
法域l早下・霞ヶi市111水地1'6.及び-'ufifi地地 縫設機能J!I ~í ， j'略J. lw'土12担当布古研究員 L 

地2i O 
l正 野研究員

第Ilil; 4月21日 ダム ~j担問~)ä、認 ;J:、検見ト:ilJl両111ゲム I~j!\:担当地IIIJ.席 ， 思111 :1=.1日I . m!!]:婿 Jl!!i!と O 
~12 次 511/1f1 ダム 民綴1;，)紡:λ:里 栃木山下矢のHダム 1~;1iJ!l" i l\'iIi IJ'.昨; ー IlIÍíH帰休IU -i'，íJf 地ti O 
第13次 j 1I 18、2011 農地(地すべり) .1l/li防防災認 活必旬、1':，1・[1町iiiii¥'*地1::( 防災研究'I'~' 上昨; 広l主励。λ正111研究員 地25 O 

都14il; j 1I 30日 114 地.;j;i~(液状化) 1I'l/li防防火謀 茨織広~: i百It地[;(.Hi保神崎J'Ii部地R
施設工学官i~毛利面jJli長 :l:tt担HtiI"j 研究此

i血tE O 
広I!防災担!f1:n.1研究fl

~i 15次 71) 6、911 山地(地ド本) lt振 I~ll:}j火諜 自城県ド日理j世[~ 防災研究q，主l同; ;1ト i~ O 
，f.: i~ シλテム相川 l尊1;1上院 iuI;!J<!i1"理jj1"iJ'1治

第16il， 7117-nl 農地海iド施設 t見振向防火~~ 福島県下利双地区 上前 '* I U高 J!t 柑JfI ~l当 jtlllHff 畑地工'f-: jr\ ~í Wi伏H O 
iu.llJ:iJJf 

~ 17 il， 8 fJ 17、19日 ため池.'/1、 ~!匝 r.;;~)O、認
手[JJg~仏 r IiJ?iため池 lii均以下・能生ダ 施設工学書1践毛布j有'!1占長(鳥谷ためi出)， I荷造担

地誌 O ム :!í~111IJ.l~: (院生タム)

お18i)，: 1111 29日 パイプライン 良品(h~l !:)j ノ、~~ 干~;~rF: 1!I'i".~t認'1'央地[! 土白血当{i古町1tH 11!!，'i O 
~ 19品、 12 Jj 6日 ため池 ~持品~Jl:)j~，、課 群馬県ート 鴨沢Iti水池 土11担!当拠上前， 地hl~ O 
~i 20 i); 1211 21日 タム ~~*~}~)!;}j ノ、;~~ 栃木~'r卜 |到常 }JI冴i~'í阪地[6品川|制監池 llii!¥:担当Itillll昨;. IlIJKI:UX . ~f I IlJ.ú)í 地25 O 

Fig.3 11;:日本大渓災における派:iu主計百調査地位歯医|

LocaliollS invcsligatcd by NIRE aftcr Ihc 2011 offlhc Pacilic coaSI ofTohokll Eurlhqllukc dis，lslcr in 2011 



6 もHコ当二fiJ門''ei'Ji技W (j~213 り (2012) 

Table 4 震災関連加，]1]技術支援対応災級(平成 23:¥1':) 

Iミccordofdispatchcs ofNIRE staffaftcr the 2011 ofTthe Pacific coasl ofTohoku Earthquakc disastcr in 2011 

支援班名 [3:分
派遣 被災形態 派遣地([日1/人凹) iJfcj封切I[

回数 地従 i幸波 岩手県 宮城県 福島県 茨城県 栃木県 f葉県 その他 ム?:~~'l 被災緊急 復旧復興

復興支ti1プロ
派遣要請 1/2 1/2 2/4 

独自調査 10 9[ 8/20 2/6 1/4 (長野新潟県) 12/30 9 

ダム玖首工
派遣要請 。 4/9 1/3 3/10 8/22 コ 7 

独自調査 4 4 。 1/1 2/8 1/1 4/10 ? フ

ため池
派]童袋一i青 3 、 3 、 。 1/1 1/3 1/1(群馬県) 3/5 フ

独自調査 3 白、 3 戸、 01 1/1 2/10 3/11 3 、

海岸掛Aく施設
派遣要請 。 1/7 1/7 

独自調査 4 。41 3/13 3/15 1/6 7/34 一、〉

地すべり
派遣*誇 。 1/2 (新潟県) 1/2 

独自問査 コ コ 。 5/6 (111形・新潟県) 5/6 ヰ

*'路パイプライン
派遣要請 4 4 。 1/4 2/6 1/3 2/4 6/17 2 ? 

独自調査 7 。 5/16 1/1 3/13 9/30 ヲ コ

農地農業施設
派遣姿請 3 白、 。J 一、 2/4 1/4 3/8 J 一、

独自調査 32 3、 29[ 1/1 29/53 2/5 1/3 33/62 コ 27 

震ij~~i
派遣一要i自 20 16 5[ 1/2 5/14 7/20 3/9 4/13 2/4 2/3 24/65 11 

制作i調J'I' 65 23 421 13/お 35/75 7/29 7/20 1/1 3/13 7/10 73/183 12 53 

現地対応 32 32 32/84 32/84 32 
除染チーム

打合せ対応 6 6 6/12 (東京) 6/12 

4E2I h 骨i
震災計 39 471 14/37 40/89 14/49 10/29 5/14 5/17 9/13 97/248 21 62 

除染fii 38 38 ー 32/84 6/12 ]日/96 38 

it) 派遣地は複数の被災形態で行う場合もあり派遣地はUi~)]1]とし l 県1[ij:lでカウン卜した。
除染のilR起d也東京は関係者との打合せ場所である。
iJi(j世j也その他の内訳 IIIJ[;l~t (1/2) 約一潟県 (111).fミ1刊;)，(114). ~~Ji 潟県 (6/8)

施に伴って長コ::1り「による更なる技術支援が~:裂 されて

いる。

b 技術委員会・検討会・学会等における技術支援

活動

東円本大震災では， 災干持主主-対策込訟主本i1法d去;の施行後初初Jとな

る 「緊1急急空聖、災午答i1:、対策オ木:-..，.1部i¥1叩|日川iリJカがq首、当当4相J.I'i円「T，ι町江羽邸:1¥に段↑世宣されるなど'
， 

1=円二司!木回五全子イ付オ本iに大きなインパク卜を与与守えるI陀在史的な災干告i主4手

であつたことカか、ら‘ j皮克一't地血 t炭色 -掠拡柴!{.絵~η月刑l 施設閲迎でで、も耐 Z箆室 ↑fて

や|防坊災.(J成災対策而でfiii々 な技術的対応が求められた。

Tablc 5は守 3)=J II卜|のJ主災発生以降‘ ヰ|勺&:23 1'1-内に実

施した技術支援活動を 6つのm日に分けてその実績を整
理した。①数百:iJ:ーから千年に一度といわれる大きな地震

と津波が発生したことから.社会資本挫1JIi!全体で、そのあ

り方の見直:しゃ被災した施設の彼11:1に|向けて各1]!委員会

が開催された。このうち。良工li)fはi;ltiJj(海jぷ堤防関連 2.

被災ダム・ため池復ILI関連 3. 施設・j也すべり耐震関連 2.

集落t# J: ïJ(関連 l の計 8 委員会に I~I .県等の要請を受けて

参nlli. ①発災後 2ヶ月二j'-が経過した 5)-J末に東京都内で

農工li)1主iitによる技術支援報告会を|羽fiiiし被災実態と今

後の復11-1・復興技術に関する共有を行った他.被災地の

古城県¥岩手県内で4ITIIにEって検討会守講習会・相談

会。シンポシ、ユウム等の':1:.催.~ Hn;. ①農業農村工学会

員17:各種団体がミト~1iじする 14の年:会・検討会主tj:において震

災関連の復11ー|・復興技術を発表 ・報告‘②震災以l伶多

数の1-)~看守・見学者が来月í ( ~ì".~ な 3 つを掲載) . ①ì;l t波

被災農地の復旧i;i、やため池ハザードパ yプシステム導入

~1-;震災に関連したj足Tli)fへの技術明記炎対 j止、 @民経 -IR;一

村復興マスタープランや_L:地改良~乏J!JJ 計 n lli策定における

技術市|での従来等を笑施した。

C 技術支援に係る広報活動

震災の復 11こ|・復興に係る技術のm大tl. に J~~~み見工li)f

で、は各種技術j支援活動と-，W行して積極的な広出前副jを展

開した。 韮í T9r カf活 )I :J できる Jl~ll-{手よ文としては。|羽 )J 発行

の IJ.民コ li)fニユース」 勾~)j発行の「メルマガ J. J}仁IJUf

ウェブサイト及び侍週発行 される 1 Iム }~Ii . 1.足業炭村の犯

科iiJへの投fi'::jであるoAppcndix 3では句 震災に|品J:iiliし

た記事の発行状況をまとめたが守発災以降.1.員二Ui)fニュー

スでは守巻Tff-r言及び IJ足立:li)fの動きJのコーナーでの記
事担ii攻守 メルマガガ、でで、は 4)月=J6 H発行の|陥;凶仰ω印弘仰';11時|時吉I地1首g:1川刊リ十l卜‘4サL
J地也災4答:対L比t、等の;掲詰;紋iト依3来iカか、らス夕一トし' 後続の各4jで震災

関連記事を掲載する等見TliJIの支援出動や技術情却を

提供している。ウェブサイトにおいては‘ 3n 14円に「震
災への炭村;仁学研究所の対応」に閲するサイトを立ち上

げ句災害対策支援本音1¥設tj]l:や派遣要請の対応状況鵠rの'1有

印公1mを開始した。また， 5月 31日の技術支援報+if会

問J1fii等イベントに関するプレスリリース 5 ) J -I~旬に設

IiiLされた「復興支援プロジェクトチームJの活動状況や
支援技術の情報提供のために「来日本大震災復興支援q~J

設サイト」を開設し， 6月以|年精力的に内容の充災を

図った (Appendix4及び5)0 Appendix 6では比一工IIJI

の漠災関連の技術支援活動に|刻する一般及び民業限l:¥ll日:Ji

111Jにおける掲戦記事を示す。



鈴木 ì，líl~7. .1jrtH裕1:''1'・，，)(:23 il・(2011{F) 東日本大災災仁おける i時十 J 工学研究所の対比‘と山地 一 段来JH施設与の tll: 'g jと t!C~ 7 

Tablc 5 J:l:.災i羽述技術支徒出動実iJ1((平成23年)

RcslIlts of ~c liviti cs ofNIRE rcsponsc 10 thc 2011口仔thcP，lCitic CQ;IS( orTohokll Enrthqllake disaslcr in 2011 

Jtw 事項 開liiHDI数/JJ
①I司 ~{I~ ，~I~の~l司会 Fi手県 :1>波 iU興会議~lif"J司~r4t 71D1 (4 n -10月)
への幸阿 海岸に怠ける;1'.波n続検討岳民会 31司(4n・!I月}

~~地農業JII!ûi設への地誌緊急影響評価安民会 3匝1{6]J-IOJI) 
情尚(¥1，1"1国営タム誌編般討委民会 3 T"'117 tI・10m
部品~~:~::t~川亨ムため地自f能性 jý・ ~iE委R会 51m (7 JJ -12 m 
地íJ~~地-rベリ災当危険地SEt-調査業務意見聴lf{会 1 fitJ(7fj・9月}
JjtJMil車地I，(j託111ゲム技側主討会 l回(&月)
棋聖自主制Jは施設にl唱する検討会 11司(9月ー/2fJ) 

。)股 ~f 世H\; - ~~l ~~5;、仁おける農地良*川施設等のH街支援報告会 5!-l JI B 
会事'Ji!Ili p型地か勺除I与にl到する技jjjf貴司会 6月24日

~I~ ノえのiII ~l仁よる民地I益活と JrÜH:Ji l白i 81-19B 
i'i5Ull1H復興技術講習会 111議会 12 fJ 6 El 
大VE況かりの毘m.tHiのi主00にl唱するシノポジウム IHJ7日

し~I~t'会検討会与で tE地の披1j;ft対話研~~会 j fJ 30日
の世去骨(li 民地法状fti.nilの現地調査 6J-J 15・16日

日本112竿アカデミー[JI(日本klli失調査割H'-;会] 71116日
日本地すべ1)苧会第iO嗣研究世表会 S H 30 1-1.9月HI
2011 '1 研究発表会 f車 H本大混ノat~!l七ァシヨ ;.-J 81J 31 El 
~lIH、大五;;~:/ン ;I! 'Jウム HJoEl 
;j! 125 凶<lJ;手) 物 ~I!I事 li"f:ii ワJJu日
~r日本大~t~:j~.1む興支援セミサF 9 ~J 15日
CIGR (JiIF!，l農業l学会)閥隙シノポジウム泳法紘

9 Jj 20日
見R地・11付の諜Ifl復興暫~IJ -t ヅンヨン

日u;(大字ミニノノポジウム 91127日
情報協会情報交流七ミt- 10 JJ 18日
!~th"Ht:l字会関東文i事ンンポジ '1ム IOH 20 A 
京海地HのAU 白河吃 I:Jn~ンンポジウム 11 fll5日
It市直:Jj~改良位~t技術協会研修会 Il ~J ISI:l 

Ult必 !辺 ~f ・ 見宇 llt耕作 l計官民林4;{t係i:Vi. 誌会事務局長
IOH5日

MI心 人lWf1"iJj干昨日¥fι 食品;防空南部長1由
全ロンnHIi政射~ 生怒号研究所長 全ロンT~

10 JJ 19 A 
主化学研究所長他

，~m*m'r'i::，品l以;I~i rò1)、 [:i幡1i'~L H会lJq~!'，)M
IJ IJ 14日

先誌務'fi.~内m-' : i'J;n~錨i~1; IH!l

f~jHi自 l誇 j;{f!\ ilt成農地|砂・jj[〆キ処理1iiJ; 61"1 (10・IIIJ)
ゲムため池i~J費シュミレーンヨン検討 2[t1{IOJ1-12fl) 
ため品安全管理i干昔、 11母(11m
地すべIPWA:の劫~~~' I 緬 21叫(11fJ) 
ため池ハザ ドマァプシy‘テムの骨rlJ1有人}}.びWfdll

1 21~ 1 (4 " 11 m 
討"点し

事その1世 民主毘村の復興マλ7-ブラノ1均百・ 品~U与

島本i'J大山x佐のu量改良長lUlJt時lの定定 泌11，¥

皿 農地・農業用施設等の被害実態

1 被害の特徴

京1-1.-1>:大震災後に発 FIJされた 23:' 1二度版防災 I~I科(内

|仰向， 2011) では， これまで ìi没後:iì~大 とされた 1~ 1'III. 淡

路大 震 災の被災地が「都ilii'¥IIII
'心J. Ï! ~( - Iご引 で、兵庫県 l

県のみが震度 6以|二で、あるのに対し. 今 1，，[の震 災は「農

林水産地域11'心J. 1]1内側;WJ'と 1:最大規模の海溝 型地震

で、東北・関東の 8県で広範な地M-:が震 度 6以上 とし 今

後. 震 災からの企Tiliflsな復[[1.復興を図 るp祭の大きなハ

ンデとなっている。 また守 ii¥1(i去最大の犠牲者 を1-1:， した耳〈

|ニ|本大震災は。[=-，:大iW波及びその後の余震 によって高度

に強制li された 日本の相会資本五般と民林水産器撤~~"~に壊

滅的なダメージを与 えた [11:'NI'ISにも 米曾才一jな地震 災証言で

あった(而i'[[ら， 2011)。

今 [D[の震 災では， 平 成 7{I三の阪中111'淡路大涙災を契機

ltl.t、1もi9rキ; 対/，e;'日 1昨日:'.~Iト

V:-;-ニF 町~Ji 毛利傾J'H証H品、上席代理!)岩手県
1):1交有 Hi古j必 海岸|判峠4古
被~(現地及び ~n;~ 毛利今jjt領域長 良4;省凶京農政局

1皮火現地及び耳O~~ W:lIIJJW 本ゴ誌碕

lil: j、現地及び~{~~ モポIJ領域長 市民，W
被火現地及び~f~~ '1'型一1.1市 民木行

さいたまjJi 時illlJ昨1 |時UU牒散防
被災現j直 t利害ij占長 IJ I 地.1'1環境\~t ;胤七ン世ー

京大拍;~':J、}~ (396名) 企耐軒理部 民:1制

]l!.ltl:主政局(31r，) 晶語街地長l由 ~ ( ~t農政町ー東北62附-t/~

仙台市出械県管J:lI;会館 l曜日上席旭 ~tR農村 l学会(.JI，'催毘1JE}t)

77手l\\Kf，~報交i忠七ノター ( 1 IOf，) 技術移転士ンタ 農:1附ー車It民間七ンタ
東北大守川1)4読本-)¥.-(m l'，) 企凶ff理部 Et研民1革東北大fF
T足l¥¥神崎町役場 毛布l官'iJ査長他 |地11tZ政局
"T'古1Mîl! i崎町内部地区. 香取ïli ~ ，納地区 モ事l割j占長仙 干~~県主催

llLA: 弥生ホ )~ ，，- 宮(1.1(長 日本毘宇7jl"1'ミ

的財コンベンンヨノ7-'l{:ンター 'I'!I!J出 日ヰ地すベ1)午:会
京大寸抗おうI;f(プラザきはだ耳、 見， HítìU~: 本土ホ1資湖守合
A大ヰヤノパス t刈街地長 全問~~~;:~ fiJ~~:J:会 k会
jlilllカレアジプラサ 'I-HU出 物理係長:'~i 会

サイエンλホール 毛利害iJ占長 lt~同e付振興t~í甘辿盟

デワーホール~ii~i: '1' 節減長 日本民需工年会

京大駒場 JHiiJ.l'6 ~(]~tよ平

Itj背IlJtftli ，'， 領地fL r.1ト4;説11¥相官官u高i:
iJI木ァルサ 小~企両W~$li ~~*t~付工字会|明"~!支部
r) J~tL~、ール (fIJ領域長 ur;r.m政IJ
KKRホテル札幌 i'::if，民i9rK jt市道 U~改良設計 j~;官協会

.!'1r蹄 世間干ì' ~~$. '1' 街地長
民地:1".1高除!l':対箭Jiiilの取調l
み枇i況

~工~Æ (I~阿管埋部 ，'， 事[Ji(長
民地」政除染対恭4~ íIiの刑制l
み

&U~且if反 tl研究F11地 企刷管理部"'1' 嗣l世!~
毘地 I '.IM.\':~対策技術の取調l
み地

良工研メ lレt.'~; j出、仁1.1.1品 IUll:iJJf他 t号付保興!'J~(北山政局他
fi工研 川本U，Y;.iIJfI研究員 京 It~政問

ft工l直 f判官il由ft腕|圃昨; 111[1['，1 
tE工研長官H~t現地 ~j'迫 i '碕 Jt-上研先日 同~[民政吋

;:l~] 研;証話メーjレ ~'j 移転推進室 11:HI出火
同:1.県:J. :1:，;1 2. ili 

Filii折 全国i 'E， ~I!部 J~ 肘品目~!!'.)

日lii折 企闘争;耳H;;ij 農村振興"')

に企図的 な地震矧illリ綱の恐怖が進みー平 成 16f["からは

匡l内で'lfl大震j長 H:J、 lーの地i~が完封した助fTには気象n

から ffi'~;- I・震度分ずI J が公表され唱 1kmメッシ ュ旬;に全|王|

各地の推計震J~データが得られるようになっていたこ と

で， ì， lt i.皮 ~e~:_の空中映像と併せてほぼリア ルタイムに被

答の甚大さを9:11る手J1トかりを{与ることが可能 とな ったo

Fig.4で、は東北地方太平洋沖地震 (本誌)と過去 4年間

で最大震i主6~!Íl以 トー をflJh!lI]し た 3 地震のJfl '.ii"'l 震度分析i と

比l鮫 した(農工li)f.2011)。 今次の地起は 1fU;i'l í~J主 5

1月以上が過去 3同の約 8情-20 f告の広がりを有し i 合

同土の 3割近くの地Ji~が震度4 以上の揺れを，;:けており.

我がl雫|が 全{イ、と Lて大きなj山長 引を変けたことが分か

る。 また.i fi;:i'/o'.' ìfi~1 の超巨大地箆は 3星川崎に沿って大き

な地般変動を引き起こし水平方向に il'~大で1つ 5 .3111 移

動量的:方li;Jに最大約 1.16mi;n、 し ( Fig.5 参 ~!(t) 広範

な沿岸地域で:j;)1水不良が深刻化する ζ ととなった。
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東北地方太平洋沖地霞長ヨ位置) Y" 
日時 2011/3/1114:46 ，l0'"¥J 
最大震度震度7 ピゐ
マグニチュード 9.0

d 祖母-YlM.，包'-1V ・ 刷町山 '.tnu.~ t..~鳳

新潟県中越沖地震 )'̂J ~ 

日時 2007/7/1610目13，，，，，"，' ¥J 

最大震度 震度6強 'V" 

マグニチュード 6.8

能登半島地震

日時初日7/3/259:42

最大震度震度6強

マグニチュード 6.9

岩手・宮城内陸地震

日時初日8/6/148目的

最大震度震度6強

マグニチュード 7.2

!必?，

震関

設Jll5弱

. i~融

圃 J班""
. 調強

固 i甜

気象庁の推計震度分布に
より作成

Fig.4 京北地H太三li.ili 'i l地震 (本震)と近司令の大地}'j~ との y支度比較

Comparison 01' scismiじintcnsityof rcccnt largc carthquakcs 

本震(M9似伴う地般削 t上下} 匡E
E'間間 2011/03/0121四一2011/03/-曲目却
比鮫期間 ，201110311118加 2011/03/1121却

; ..~ Rl"・M 比・~ 01..!I .. 制1

""m 

鉛直方向(最大約・1.20:社鹿)
(国土地理院)

Fig.5 }i{北地ブJブ'('l.il沖地袋にドl'う地Y(;t変動

揖軒2

Crustal Jl10VCJl1cnt by thc 2011 otTthc Pacific coast ofTohoku E山thqualくじ

2 農地・農業用施設等の被害額

2011 il:.8月231ご11ドj点にj見林水産省が公表 した京日オ¥

大震災の農林;;j(iIiJ立l係被害紅(はがJ2兆3干憶[IJで 過当;
に最大震度 7を記録 した新潟県i.f.li也j血友 (エ|ι成 16{j:.) 

や兵庫県南部地震 (エド成 7fj')と比べて それぞれ約

17 f;ヰから約 25倍と恨めて甚大な被告がと|じている。被

告制の|人j訳は ;: I! 波による i，(Ú~Ji"ìや iFtìJj;施設計一の* ill~関係

被差仰が約 l兆 2，500伯、[I.Jで全体の半分以J'，. Ji~業関係

の民地 炭業)IJ施設等被告制約 7，900億円(同 3分の 1)

と合わせて農林水産関係全被告ね!の穴部分をこの 2分wy.
で11iめている。過去 2051ニr:rJの農地・従業川施設11.t害相

と:rULI本大震災 (8)'J 23 H II~i /.r:)との比較 (Fig.6参)'日)

では.過去のire[制 平均被告 傾が 1000 和、円程度 に x~j し

今|訂|の震災被手;治れだけで8倍近い被各街となった。なお守

阪ネ11 1 • 淡路大震災と新潟県 rjl越地震の農地・ 農業JlJ施設

被告官民は各々 257億円と 689憶円 (Tablc6参照)で

11 併から 311{iの被害古i'[になる o

Fig.7は司東円本大i琵災に1:1旬、 i五iJ引当 り407511.J以卜ー

の被位。を受けたfj基地・ I23業!日施設さ手について市町村から

の=限告を炭村振興周防災諜が平成 23{Io 6月 16日11')点で

集計 したデ タによるものである 。 幸H竹ーさ れた fL%:害~{~徹

約 7 ，3001)立川 の内 • JltJ血の被害絞!は津波被災などによ っ

て約 4ラ000位、[.rJ と 全体の 55 96 を I~i め. また被告額全体の

90 96 強が~~;. .:r . ;{;r城・抗馬の津波被災三り;{のものである。

ここで農業JFJ施設とは，ため池. ITJ'l首コ:.nJ・ lJI水路
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9，∞o 

a∞o tlU 

7，∞o 

6，∞o 
被
害 5，∞o
額 ロ下記以外

億 4，∞o
円

3，∞o 

2，∞o 

1，∞o 

。

・地震火山噴火

91 92 93 94 95 96 97 98 99∞01 02 03 04 05 06 07 08ω10 11 
i主}農地・農業用施設災害統計及び農林水産省力、HP(8月23日時点公表}被災概要から作成

Fig.6 見J也 j立tfeJlJ施設の!=!然災告被答額のtfiAt

Cosl 01' dal11agcs 10 IUl11land and agricultural faじiliticsfor natural disastcr cvcnls in .Iapan sincc 1991 

Tablc 6 地震災誌による災地 J;lt~'::JIJ施設被告一徹

Al110unl 01' dal11agc coSl 10 fannland日ndagricultural ulcililics by largc巴arlhquakcs

M6.8 6~9 1新I制r6X9 傾向県 I'WI湖町l

M7.3 
257 !ノi王 IilL ~;~246 ji!;j lll~;j， 5 大|反呼n
).Jt者!il{.J3 jむ6~~~ 

M7.3 6 Y~i 
71 1 鳥取V，l60 J:占有ミリ，'，9 広島県 0.6
|同111リ，'，0.4

M7.2 6 jJjl 
5211d城 30 '!l，手県22 -J IN=Ï Lll~-0.5 
秋111リ;!.0.4 IIIJI;l~l 0.1 

M6.9 6 ;J~\ .n l 石 )I! 山~46 '::0;111県0.6 f也lUl~ 

M6.8 6 jJjl 
361 新潟県訂 正i川県 2 長閉山 0.3
他 IL11~ 

億円 農地・農業用施量生等の被害状況
4，5∞ 

4，∞o 

3，500 

3，000 

2，却O

2，∞o 

1，500 

1，000 

5α3 

-その生J

・1富島県
・宮城県

-岩手県 T 

農地 農業用施設 海岸 主活環境

デーさ，:東日本大足災市町村被害報告(創卒水産省度4首長興局20刊年6月16日集計分)
注)通常、可週Jl寸は災害発生後60日以内に農地'農業用施設等の被害(:関する報告を行云ことにむっている.
今回の震災では被災の甚大さに霊み、一定の猶予措置力刊誌れ発表される被害総額は隠爵、更新されてL、る.

Fig， 7 来日本大震災による災地・終業JIJ施設計:の被持制

Damagc cost to rarmland and agricultural f日ciliticsby thc 2011 offthc Paci日じ coastofTohoku Earlhquakc 



10 1;';'1-1-' こラ!:liJf'jtl~íj支w 第213 -~> (2012) 

防水機なと、のかんがいjcJI'*/íÍ!i~生ぞ農業 JFJ道路守民地似全

lJÍli 設などで。 iiúJ半 は}~:1血 i iIj: Jギ . 生活関連とは~ì に集落排

水施設である。

3 被害実態の分析

a 被害実態分析の意義

京日本大震災では広範な地j戎に跨って)膨大な数のj定

地 農業)-1=1施設会;が大きな被告を受けた。，t，でも 巨大津
波による被告ーが甚大口ーつ集'-1-'したことや 道路・鉄道詳

の社会資本インフラとは呉なる公共性や一般からの関心、

が~JVいこともあって‘ その被告ー;1犬J兄の全容が官庁11敢されて

こなかった。加えて j血i廷とW:波被活:が地主主!'Iなに:D!:f反す

ることから.それぞれ被災がどの枕度かがリ]らかになっ

ていない。災告対策基本法第八条 3瓜では。 rl:"1及び地

方公共!ヨl体は 災干:i~:が発生 した 11;']' は， -9みやかに 施設

の彼11:1と被災者のJ五i琵を凶り 災~~!;からの{友ザ11 に努めな

ければならない」とされ。 J.炭J足I，¥J地血.1.民;兵4来川施;技立の{被波告告.:;17犬幻、υJ訪況JL 
l σの〉川X刈i'白的'1刊|内甘引{的泊能;なJ巴括;治カがf プ大丈裂災カか、らのスピ一ドm惑EをJ付¥1j?一つたf復主|川|ド円:司

と j民足村地JË或主の f復瓦り興i~ を凶るためのブ大、\J、

H附i守'joJ刈川り引lが司季毛f節iIのiむ1的にj決J火とまつているj炭史1場業t佐;では‘ 復11二|のタイミン
グを逸することはt!IJち‘士山j或の復興が.i!Iれることであり.

被災した II~]'.'，'，1、で地域 (=ililllT村旬.都道)HUit)初にどの

lll~}~ のf皮 ら:l;:jJ( ì'~í~ にあるかを企t 'jcすることは。その後のiJ1

1 1.1 百 I n lrjや支援休日;11 ~在 11m ために不可欠のw{él となる 。 特に

今回の震災のよう に後数の民政府や多数のりiLが同11寺・多

発1'10 に，l1i会プt な紋子i~ーを受けた j幼子T は‘ メリハリとri-lmutl:' 

効半性を持った企図的な彼IU支援体iliiJを走Ilむための判断

材料として待問的な定量データが必要となる。

さらに今|日|の13ミ災では 全1;"1に限り也らされたJ血J12観

iJ!iJ*Ii'Jから各地域の抗れの{:)Uit(震度)との悶係で、被災限

度を定量的に ifí~J'cすることが可能となっており 今後
想定される大規松地震災干!;・に対しでも袋!主レベルに応じ

た被符水泳の推定が可 能となる 主~'-~， }i~村地域における大

災?とーへの 11m えとして極めてlrt ~~であると 考'える 。

b 分析手法と被害程度の分布

民地・ J!il lmJ施設の I ~I fJ.~ 災特 からの復 11二|に閲しては

lI(jfu 25年に;I;IJ先された 「民林水産業施設災害復11=日fl業

費I]lIil;万iIillJ]の官J't'H!i世にI刻するiHドJ(以卜. WfJじi=lJ
に器づき 災主事例勾に都道!内県をJillじて各被災i!iIIIJ村

からその被答街!が報告されている。災告一年初ーの和支持者，')支

は.被告総微を比較することでifi一定できるが‘ iITIIIJ村勾:

の被答程度を.jfí~7とするのは， ;(:11.告された被告.俗!では判断

できなし) その~1J! 1 . 1;1 は.発災H~\ に 同 干~i'!立の被災 ( タメー

ジ)レベルであっても， 市町村の而ftl規般に比例して被

災待!が?ときくなるためであ り，特に近年武村地JD主にお

ける|町村の広域合併が進む'1，'，何らかの指標がなければ

被災推定は意|床をなさなし、。

通'ih-- 二|地改良事来 を~施する i祭は， どれだけの炭地

が仰益するかを [受話Tiii積jとして事業規肢を考えるH有

のii'itwとされる。また， 1.民地とダム・ため池 TIJ[uJて，

揚水機， 111羽l水路， jfiiLL等のJJ!!JtJFJ施設は。 イホ的な14

t往生産システムとして地J攻内に行手lしている o このこと

から.各r!iIIlTj::Jの民地・民業m施設省iの1&:1~;: (ダメージ)

H')立を折様化するために， ï! j lll] 村 hiのNk: j'i ; 復!を ~:j! 地 IfIîfi'i 

で制り戻し。 li"位初I:Jl!llliifl't(ha)当たりで被害金初をは

ることでとずの{l!')立の被符水準となるかをよじ!I安検討できる

ようにしfこ。

Fig.8は 本震災に1:J'うT1i1町村' ~iJ被告ー総額を|二記の手

法で:'jl;1Jり 戻 し.被告知ゼロから 11のランクに分けて.

被災I!JlIIJ 村勾にそのう上ギIj ~:(号、を行った 。 ìi!t i皮を受けた太

Ilzilif:士岸r!J111] 村は何れも被災右(~肢が若 しく 向いことと仰

せ 祁i烏，茨城 千殺の3県では津波被手?のなかったi'1i

IIIJ村でもそれにキずる被害が発生していることがIlj.Jらか

となった。

C 震災被害の要因分析

大きな地震が発とlょした場合.その震度に);芯じて施設に

対する被告 (ダメージ)が大きくなると言われている。

Fig.9では.被災ib川村勾:のエ|乙均推計震度と耕地日'，ji'i'[(ha) 
当り被害紛の関係をi，j!波被災rIi111]村とそれ以外(地位)

のものに12nJiJして表示 した。ここでは M9.0を記録した

京:1ヒ地);太2ド'ìl ì'i'地 )j~~ (本 íi'3) て~-1;}; ~!i~Æ を 受けた束:1ヒ 6 県

及び;)';.J}必栃木群馬

耕地面積当嚇害額

」。
[i 百門以よ~千円未済
5キ門

3万円

5万円.-10万内
. 叩万円

. '∞万円
.5∞万円
-，手万円.-1平万以上

P 

.6 . 
o 

剛関 ・ l嗣~ロ， -トル

・・・二二・・恒三二・・圃圃・・・・・・

データ 東日本大震災市町村被害報告
(農林水産省農村振興局2011年6月16日集計分)

Fig.8 来日本大)~I~災における市 11/]村別被告 度合い分ギliI支|

Dis¥ribll¥ion map 01' ¥hc CI日magcIcvcl ¥0 1'armlancl日ndagricu!tul日I1'a-

cililics during Tohokll Earthqllakc Disastc， 



のj也715及び地質構造が1!Jz谷13!}支に影響を与えていること

がtff定される。

d 被災形態別被害額の推定

Tablc 7では 東北地方太平洋iljl地震で影響を受けた

東北6りた及び関東 5リILについて.被災形態別に農地とそ

れ以外(施設関係)に分けてその被告微を区分した。津

波被災 47TIT 111]村だけで被害総額〈げ木のがJ86%をr!iめ.

大震災被告ー待!の大半が津波によるものと抗定される。ま

た • J~lJ也被告の約 98%がìjlkì.皮被災了lï11/]村によるもので.

津波被災がなかった市町村で施設に係る総被害徽の 3割

近くを I~Î めている 。 津波被災地は.地震動のみの市町村

と比i絞して平均で約431'i'，'の被害松!支で、ある。なお i;ll 

波被災地も号iiIIiに地震動による被差1ーがあったと悲17Eさ

れその訓令は被筈程度全体の概ね 2-4% (被害1~'?I:W;{

の逆数) ti!}支と tfí~ 7じされる 。

県別の震災被害の分析

Table 8では りit-1D:に被災形態日Ijの被告容!及び被告水

準を経巡lした。津波被災の被害水準の内， 3.3%を地渓

動によると t(f~ 7じして県全イ本の l也 ítf t皮符告ruこ合針:した 。 そ

11 でド1&23 {I' (2011 {ド)京H本大災災における;PHJ1二;':ii)f究所の対比、とjJ2地 ;;'HJIJ胞設立zの被~;i~: :J~!Lq

e 

県の|人1.耕地行ii松 (ha) 主主iり被害復[100 lJ.j以J'.及び平均

.j(ffil震度 3.5以!このもので¥ 津波被災 47. それ以外(地

震動被災)192の令育l'239 i'li 11/]村が対象となっており

11県内の合計 468i1'j 11/]村に刈しては被告許1が51%であっ
た。 また.1支11.1.1に五二♀った被災71')11/]村名を号、しているが'

これにより以下のことカ'11):jらカ、になった。

. ijlli&:被害を緑色料!①。地震動被害を赤色i?jjl②で1'11闘を

示 したカf 昔、イイ，1切に大 きなj語れを'受けたi'lr1111i'1ほど，

その被笹程度が指数関数的に大きくなる傾向がある。

. IfIjじ震度でも津波被災によって被三;::，fl!}支が若 しく (赤

色女iÍ~;t①では約 30 作")明大する。

-津波被災はJ主リよからよr一任 200km1重|内のT/i11/]村 (②の黄
色1校総)の被害程I!J立が若 しい。

-茨城県稲敷市平千葉県中11111奇II/Tなど(①のオレンジ{脳波)

では句小さい震度にも拘わらず液状化等によって比I1安

的大 きな担支持程度となっている。

このことから民地・ 農業川施設当にたjする被害は.地震

動のI;， きさ ( ヰ震度規模)に};~、じてそのダメージ(被告:) 

が拡大すると共に.その直後の津波被災の約再If:や被災地

J!j'iイ、i'il1f!:. 1!IJlifril:( 

‘津波

• n=47 

n=192 
ゐ町
一一.平川市

-ゅ唱

① 

1∞∞o 

1∞o 

10 
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1∞∞ 

1∞ 

耕
地
面
積
当
り
被
害
額
(
千
円

/

h

妥ミ ~5ご fミ デミ *5 
5~! ‘ 5強 6~! 6強

平均推計震度

A. 
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3 ~モ

a 

j主)対象は東北地方太平洋沖地震で揺れの大きかった東北6県(宮城，岩手，福島.青森，秋田，山形).関東5県(茨減，栃
木。千葉.埼玉，群馬)の平均推計震度3.5以上，ha被害額10日円以上の市町村.

京北j也ブJ太平洋沖地震 (木震)による被災形態別市IIIHJ耕地而和 (ha)当り被害復!と22伎の関係

Rclationship bctwccn scismic intcnsity and damage cost pcr ha in cach mllnicipality 

Fig.9 

Table 7 :t!I I二I:;j(7C震災における被災形態日Ij被告:額の比較

Comparison bctwecn thc damagcs callscd by thc carthqllakc and tSllnami 



(2012) 

島県は更にj'，;:jい水準の津波被害を被っている。同様に地

震動のみで、被告ー水準を比!H交すると， 三1[:)或7{Ioの阪ネ111・淡

路大震災11寺の兵庫県が茨城 白tιιl('力力城主L県干県Lとと句 エ平|ド4勺)成戊 l口2{年!ドミの1

i淑|以又凹音剖部|日:北却地1\震時の烏I取以L県県里里一が4苛「 j主業誌i定~l ， 栃木。 治手県とほぼ同レ

ベルとなっている o いうならば.今|旦|の震災は地震動被

害だけで過去の 5大地震が同時に発生したと同じことに

なり，それをブi きく l二|旦|る ) 1三で甚大な i~t ì皮被害が起こ っ

ており。今後の復旧・復興が如何に|利~)jfをイ:1' うものであ

るかが推測できる。

員三 213-~} 1見1')]:0."/研究所技宇1I

の結果.今|旦|の津波による農地・農業!lJ施設等の被告ーは.

宮城県，福島県，判手県の )lli~で被告:1J( W，が1ft大で、あり，

地震動によるものとしては，布"III~) 県.茨城県，宵城県。

千葉県の)11買で、被害水準が大きくなっている。

Fig.l0は. Tablc 8から県別の被害傾と被害水準を被災

形態日Ijにプロットし。過去の地震災害との比!絞を行っ

た。県単位で見ても被害額が同じでも津波被害は地震動

より約 7倍水準がアッ プしている。過去の地震動被害と

の比較では.平成 16年の中越地震による新潟県一県の

被害額の力が福島県を上回っているが. 今ITIIの震災で栴

12 

Table 8 京|一l本大震災における県日iJの被災形態臼iJ被害初と被告一水.W'，

Thc damagcs causcd by thc carthquakc and tsunami in cach prcfccturc 

千円Iha)

;;1勺&:被x 地震動被災 地ik動被告毎i合計 Oliiil)

旧シ「、中一I
会司illlT
mlll]村数 fJl地面積 被告総額

被害水;¥1'うち地震却制御、
市町村数 耕地iiii積 被手1総得l

被答水.i¥i，iHfj十l数 耕地而i!'i全地t~t被告 被毛沫準
付数 。IO。x0.033 ①10 の+@ ①+の 白ト@ @I@ 

① ① ① ① @ 。の ① @ @ 。 @ @ 

青森県 40 つ 8.800 135 16 4 5 28，830 308 II 7 37，630 312 8 
出4コー工j71〉ii1てi 35 II 14.594 50‘048 3.430 1.652 14 108町434 4.3 18 40 25 123，028 5.969 49 

'f:l;城11! 36 13 34.465 375.208 10.887 12.382 18 97.699 4‘075 42 31 132町164 16，457 125 

秋 Itl~P， 25 。 。 。 。 。 コ 53.090 0.7 コ 53，090 38 

山形県 35 。 。 。 。 。 17 78.900 328 4 17 78.900 328 4 

福島県 59 10 29.628 190，838 6.441 6.298 37 112.489 39，420 351 47 142. 117 45.718 322 

茨城県 44 6 り‘459 4‘893 517 161 ]日 166.927 33.931 203 44 176‘386 34，093 193 

栃木県 30 。 。 。 。 。 19 94町900 7，167 76 19 94.900 7.167 76 

群)l0~i~ 38 。 。 。 。 。 27.429 262 10 27.429 262 10 

qオtえミペl日、 56 コ 23.600 3.837 163 127 28 69.185 11.301 164 33 92.785 11‘428 123 

j脊3、県 70 。 。 。 。 。 3 、 6.500 115 18 3、 6‘500 115 18 

合計UJ!均) 468 471 120.546 624‘959 21.454 20‘624 192 844‘383 101.263 920 239 964.929 121.886 927 

( ip.f立ha 百万円
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Fig.IO J1[ 1 : 1 本 I:'í1~災のjJZ地. 1.又来月1施設与の被災Uit7Jリ被告知と被告・;j(iJ，i
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lV結言

3L71i一対策)fs本法は.都道}HUf~ 及びïll 区 I IlJ 村に地域防災

;ìl白|をイ?成するよう定めている 。 地JDX:防災言 I'~lri は守対象

となる地JZ.風水持主;の災告別に編集されており，各編

は ih'リザ10( こ ~H! 1j 災特守三I;)j育I'T!!Ii 災干主rí0 ~}，剣 先日百 I~Iîi. 災

7日反11二1.復o'tl言1"T!!Iiで梢!えされている。地j或防災計一阿の 1=[
1'10は {J氏の生命 身体及びl!~ 誌を災干î ;: か ら似設するこ

とにあり守特に 倒壊家屋や火災現場から住民を救出

日主導することが品位先される(小林， 2008)。名県の地

J:[&防災言 l ïm i には jJC地・農業nJ施設~:ç-~ の}，t;急対策として施

設の緊急点検句 f皮主11状ocのJ巴JM，二J火災与さ;の|め|卜討iが|列

記 されており句被災後の初動刈rt;はi!-iIIlJ村及び施設省主i!

者 に令市的に依ゐーしている 。 今|訂|の混災 II~J では 被災地

において人命政U)]守ーが優先されるだけでなく.政げ17・救

助の地:11.:窓口となる 1hlllT村l隊員及び施設計:迎!:(';'も被災者

(とj!波被災地の j~)j合は4詫約 者 ) となる 町 能性も日く。 J~~J血・

農業Jl:J施設災害の:()JJ!JJ的対応が取れないことから。被告ー

実態の全体像担保が遅れた。 さらに法林水産省は， r災
'~~~ーによる被?とつI)~i兄の把j民が若 し く四四í J として ， ;Wjl:'!:!、

の施行'iJH!lJの一部改正で「災特発生後 60U 以内の災往
復11二| 司 i *~' I "T!!Ii jj旺 ~lt:~li の舵 uu を j泊予する特例JNi'i ， ~i:を行っ

た (炭林水産省， 2011)。 この法律が施わされたH仰1125

4 当 II~J は 長村 Îlil)で会 |主l 人 口の 2 分の l 以上 を [~ i める j民

家人 11がと/ji乃・ ~/:.jiii を営み，民業生産五iJl住は封、強引iIiな [ ' 1 '
で (森iiiU'鈴木， 2007)句自然災害時には農家CIらも民地

jJ2柴JlJ施設の復11ご|にさ1たると共に，t!UD長なIIlT村役場も村

落コミュニティとー什iとなって独力で{反I[二[， 1J正o'lJ.を!支|る

ことがilJ能であった。

-' h. J}~{I の lR3村地域は守過疎化 iil~jmfJ化がi宗主111 ヒし切

地元自治体のjよ Jnx:行政化及びll~~~ 民村担当JriikJ=iのi'jljilr丸

三千(総務省 2010)で.地方I"li長川、が本来業務として{佐

保すべき jJと柴川施設の'r!p!i!::{i'や炭一家とのIliJの情報収集・

発信機能が低下ーしていた。東 円本大震災では， 1主|と都道

府県から合計 309人月の技術者が被災 3県の1'1if:iイ小へ派

遣され災告:復 11ー|に閲する支援を行っているが(J~;j本水産

省 2011) 守 封、だに数多くの J~l :1也・ j立業 Jl'J 施設が復旧 に主ー

らず.多数の犠牲者発Hでコミュニテイ機能の11γ|、傾向

が加速にすることで農地や炭業Jl'J施設の維持活:fli!.放棄と

いう事態拡プ〈を助長される恐れがあるなど 被災後のj長

村地域が抱える問題は極めて深刻である。j見地・ 操業JtJ

施設の予防及びj之、急 ・復旧対策は句このような農村を取り

巻く全|会環境の動向を踏まえ.者|け1)型地震災筈とは述う

観点から !!\~1，iIiしていく必安があることを改めて:J1fj!議した。

j定的川i:iHWi' 炭~ ]::li)fは災住 対策基本法に恭つ‘く指定公共

機関として.今次の震災においては。関係行政吉1¥)奇との

緊併な j主tjt下で災害現場における技術支援の~~ ~i:J に対し

研究集11rの判tlと経験を活かして機動(1甘かつ的確な対応、

に努めてきた。 判に震災 I !~ I 後.交通規fl11Jが係る [ ' 1 ' ‘|一|ら
のロジステイ yクで被災JJVJJ.ーに赴くとともに 現地の被

告状況を農水省対策本部に由J主辿手liすることで.関係

者から市jし、i1l1illiと感謝の711が挙がっていた。二作者は今

|汀!の大12災における教訓|は。 ri車波てんでんこJ(r.In;-， 
2008)に集約できると 考えている。L![Jち 災告11寺は他人

を気にせず 「自分の身は自分で守るjことであ り， 1 ~I j!M 

隊が n 治体の~~RI~ を f守たずとも本震後 1 IIc:ill日以内に主主J1X

J.rJのへリを飛ばしたように。 戸大地震が先生した場令に

は，救援・ 支援する fWJは|主|らの'l'ljl1'Jrで存機関の対象に対
する被存毘及び場所の也、定を行うとともに.被災地への

緊急支援のための派i主体f]，IJを立ち 1:げる必裂がある。そ

の志、|味で|坂十'11・淡路ス潔災以1;不 全国に張り巡らされた

地震計 洲市|司は，災答対策における効巣を存分に発:flJiして

いる。今後 本稿で行 った被害分析li)fヲ:eJi比県をはじめ.

J民地-炭ー業HJ施設の防災 ，i}，~災研究を通じて被災地域

の災告 に ~rttい新たな食料供給基地としての rlj 生・復興.

/¥ード・ソフト 休となったiÍ~t 千'，" (10 な災害対策のiff 進に

よる災主.rに強い J~H;J t:l 会の JI; }j比 さらにはこれらの括判ii

に誌づく安定的な水利システムの*fH当当ーによる民業・ iE4

村の多fiii(ドJ機能の発JlI¥が来たせるよう地肢の防災プJ向 1-

に空i'j(J!:することカf使命で、あると;dj放している。
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Appcndix 1 V~ '，ぶ対 1t.~ 支・1'>1本 l'~I:I;の Ilfj@経過

f'roccss ofNIRE Hcadquartcrs for tcchnic，，1 supportlO thc E，ISt-.I<1IXlI1 disastcl 

1'-'1 日付 r14，宅~l，I延lli

第 11ロl 3fJll[1 
J14問機構 防災業務;H・耐及び対応マニュアルにより災ゾi一対策文根本却を立ち_lIf，派遣史的
にfitliえると.)1:に。今{去の対応方針ーの/i(ji認、白i主Jf，¥':11削iへの対応準備指小等を行ったの

~! 21ロl 3 I'J 15 11 3}l1時点での対応状況の:Hif.i'及び支阪態勢を航認した。

~! J I里| J FJ 17 1:1 現時内での対r.t
第4同 3 '-J 23 11 現時点での対応状況の調If~i'-Jj:ひ.全J財を挙げた今後の支経態勢を fI'(!1訟した。

~i 5 ["1 3 n 30 [1 現時/，(での対応状刈の羽iiif及び全i~r を京げた今後の支緩態勢をJlITiHæ した。

有:'j6匝| 4 }.J IS 1:1 J}!1待作じの対応状況の羽( -;! ~Zえび台所を挙げた今後の復旧・復興文援態勢を確立した。

第71ul 4 n 21 11 現1時点での対応状況の誠一;!t及び全mを挙げた今後の復11:1・復興支援態勢を[i(ltR':!した。
第3悶 5月91:1]即時/，t".-r-の:tJJ.i::、状況の羽ii17及び余i~r を挙げた今後の復旧 復興支援態勢をjIトli(r;;il(，した。

Appcndix 2 東 日本大震災に係る:ぇ:綬技術テーマ日IJ派泣及び活動経過

Proccss [川dactivitics 101" tcchnical SlIJl]lOr¥ to thc East-.Iapan disasl山"，ithin2011 

RE 支隠すl ili1i/Jテーマ 11的 副院芹 !11 ~í 氏名 IIH 
i 説明L!d~プロ 'lif.ù岐~，I，干ヘリコ 7"'1 号のm~;~fit;湖 1r. 守i~iJ.: 施~Wi厚1事 {ill郎氏陣lれ J 11 JO.JI 11 

Yf干 H峻Ml:;[t法被災海j~~ 民地;調査 iUII1' !U興8 li耐移転士:'-'1- 小I~士ノ Yー民 I世』名i .jJl 21-2911 
ï i H.'Tilli在 iし:海j~~. ~j~地，~11.' 復III.j妙iJ(; iÚI.~'~院本塑 Hiiil".l.'首位11'. ，112.1.2-111 
長1守白富市wrF農地 ~~JiJrJ施設剥 ft 1!!1I1'iii興j， 1品設保十'fif唱 存U¥;他〕十l 6 JJ 1 .1 - I~ I1 

支IUーム
'i i Hirti l.Þ地1主宰íWII 'í~興調査 i主1I1.j日明112'1 l1ili移転-tン'1- 時Il t~"Ht位 3 1'1 (，11211.21ト|
{i干M，1j沼地使 ííl~1地i訂t l判の現瞳調1i i主111，iUl)Il③ 技術協転士ノター 1 11 卒 ~~t~' 他 I?'， JJlU-I.Jfl 
'l;-r~/ 陶~地I竜i且興j血j侃，' 1輔の早l地調査 後111，íU明I ~ lHiI与を，，-tン'1- 111'I'Wi他1y， 日IJ.j・.¥11
ïi'r~\1阿部地H 1íl興 li! JJ1 ，1j 1者の現池端1i i主111 旦明1] 技術I~f.-tノデー 11 1 亭~m旭 I?'， S 1111-22 1.1 
<lN'}..尚部地1.1(説明旭，V(im自の現地調査 復111復興霊 地域~ I 州 111*投段 h，nl~ IJ¥; 911 ;・~11 
下(峨県-flll元ltl.c:I:JIH1iJIIJI酬の進め方聞き取り調1f. 復111復興宮 技術移転七ノy- 111-i'.r.:I2他I?'， 91129-10112日
{';-下~I/. I、 íil興 ~tû地J.<i;r l' illif司、L I~Jずる現地問oifi iU11I主明i，t@ H'術移転1::ン9- 111本数12旭lれ 11 JlI2・1411

l;:iliI1E (11 Yム可I内1 筋肉~r l のMillI'Iム IJ.U、ilIJ1i :n 1 jJ，、 l位遊間 Jft ll l主 J~他 3 1'， 31112-1J 11 
1i，f l'~M 1'i1[':;01l 'i 1、の被災調世 事2iJ.: 1主，世院龍lilf ' 1' 自1可U~ J JlIJ・1511
抑制''¥1'1ム亀裂際女 司;5iJ.: !，';l.t地位~ '1"1'，主民也21'1 3 JJ 21.2611 
ヴ;kW't'l!l常司1;珂111山j;';jl!!区淘，WIII?ム被災調1i 第Ilil， 持12 ~'ill l ';f]k他 3 れ .j 112111 
Iml羽川阿gfJ;lttl~l川 h~ltI! l~}.j都亨ム被災調N 復11 1 ・復興 ~ I sSF仕Hせ- 榊III~U~他 3 名 .lj2HI 
耐本 I!F~下匝I':;:'~I;軍im;(品、IW闘該地i~U、 ，lW W 12(j( r~守R]己" 仰1 1 市 j~他 2 名 5JJllfl 
，Y;J止 PJ 干 i ，;;1事大i~ J直[<.>iitiJ 被災現地調fr 期資研究 施設|産能 政X¥')}HliJf 71J 1 fl 
'r;( J.'R ~，'，-f' y[i首J :佐λ現地調査， 調1f研究 権;lJ1主能 iln¥¥')}UJ肝 711nfl 
~，i.\'~~，j， 1、配S世ム現地湖交 iii li iJ.: Ii同い土唱i 附IIJI，y; S Ij 191i 
l~m，nlj， l'ハ羽ßYL、 JJJ. l臨調合: iUlH' 1立興包 Ban1h 3t 巳 li'i1II.1I.

'
(;他]名 ~ 112-1日

何本!\\H司';;i' lI>須野1!ï.，WIJl~池~;、;\1査 お20;J， i舟a恒]1z1z 1<;<iIII.l'.I.'(，'!山2名 12 )'1 21 ~I 

'})ため地 fi~KjW，J~ ド被ノ、ため池誠1t ~"1 } il，ょ lJiillf |掛主長i血21'， .1111-1.15 U 
同品~，r，1‘椛J、たの地調査 ililFI ' i証明品 :1:岬II j証京 I ~ 胞 4 ち (， H 6，911 
下(\世 t~干.I:-}持ため池現地調H. ~i 11汰 権設T';':i!ill( E引Ji(!純長 ~ JJ 17 . 1 ~ IJ 

偏向!¥'， ri~illため自由次助隊制!先111凋ttf iUIII， iti興韮 範佐r午前J.o¥: モ内耳iH長位』れ リ ! 1 2~11 
'/i干県トため池被人事、;兄君u童話1E ~1111 ' 復興 D ' 施設T'¥'官1妓 H1J主jJJ(Ji 11) IJ 121J 
排出~Il~' トドIUiため池WIII ! ~I却する現地調査 ::ii 19 it; :l:'i1 l匝司{~.~ 12 fl 1>11 

① {制':'!JI'本施設 宮崎t~干農地ilY.;;'の~1t ~}-I !，人 河海l本理研 l'lifil'l日他61'， Hlll.2IH 
点峻 T1平!¥¥ド県l也毎片『問先 iillH' iU興E ~trl~H主*" lトif;U?-，他.11'， ~ n 5-10 11 
官干 t~，:干 f毎月、 良地海lj、 i見111位興，ll mf~~J全~; JII! I')'，fi 1 附他2才1 -1 IJ 2ヨ .2~11 
凡峻t~，ドi lj: jj， iUIII 仮興'，!]I 沿岸j戒水型J! IJif;H~; 胆 4 む 10118-1011 
協Lb-Fi被告干 L11干，毎}手 J~~)j畠11，仁 iITlIl.む興'gl 施設Z午 ホfll領域 t伺背0，0&1'1'治i".!~:他 4 れ ~ 1I 27.)1 11 

1''' 1血すベ1) 山lfi'li.i島県下地J二:1) 世ム被元副1i iWII 復興① 企画防火研究 tJl盟l.Jit;阻1'(， ~ n 17.1唖11
者iW'，Hflilr地;..:I)iJh!.必至t 第13次 企画 I;)j)i研究 'i'DLI.J日1他1'(， 弓I!IS・2011
í1i!ll\~，HI町地 v二 1)被災調査(7ォーローアップ} iUlII 復興⑫ 企匝l防火研究 tJ'll'JI，y; 611 2 11 
荷山県!日'11地に1)彼氏自画査 (7τーロー7ップ} 剖査研究 企画l防火研究 tJ'llUl.y; Jl"111-12 11 
柑;m'，~ 1 日 'I r地 r二!)被ノ、調査 ( 7 ふーロー了ァプ) 調査研究 企画|防火研究 '1'11'，.11:(; 811311 
f者i!m~- I HÐf地;:'1) 被民銅1i. (7-;--ローアップ) 間査研究 企画l防災研究 '1'11'，.11市 91j 1i 11 

:，HWo パイプライノ Tt!'，~TI山j年地ドー自主パイプ þ，Ui折、況調査 i出11，1拡!o!iJ 1};路J:*理制 1lI'I'-i'lil他2:g J IJ 2-1.25卜|
日、ll.H，' ドの水路の þt!H~i世間査 i坦111，i足興11 施o¥il民l世間 '1'前j(lと他l名i 311 2~ I1 
耐島県干パイプライノ憾ノ、状況湖1t 都6次 位詰慌能研 毛利部長他3れ J IJ 2~.291 1 

坑岐叫首れlfilllo本 蹄4、fJ;百貨台j監地区パイプブインTl子、状況鈎査 ~; 10 il， 施政権l車 【 l'削 U~;他 2 れ ~ Ij IS 11 
主岐 T葉県十液状化結束地i占調査 iWIl. iU興l白 他訟能能 '1'略l'日;j血4れ ; Ij 1811 
S，、岐 千京県f液状ftl!lノ、荊査Ii.び研修会 ~j I~ iJ.: 位~tr学智iI長 毛利組蹟H他2れ j 1i.10 11 
J、岐駆 Ff 'I~( 1I 1 1出 1"パイ Yライノ践災調1f. íW Il 'í~~!ffi 施設:1字詰l崩 毛利制民!i胞11'1 1，lj 1.1トl
;~;純 千 %H~~干依l~j t被此i部査 後111.iUlji，l。iも設i定m:: 1:利iiiJ.'U"他4包 ω15-1611 
蛎本~，rf芳賀台地パ イ プラ(:.-被災;Wj}f. iUIH. i担明，~ iI占師究l! 61116 fI 
茨城県十抑制111旭区パイプライン俄ι調査 調査研究 ii古研究n 61128 1I 
T担保卜It詑'1';:1童1-<パイプライノの縦割I!!!ldfi耐1i. 第18j!; i;'i;liJf，Ui 11 11 29日
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16 民地 n渠範設 -~f JI此県上i. JII! -I[ I)[地I~~;!~!lli号の調査 lWH-1UWゆ A，1Il高度何11 !日[]Jlli:i自3Y:r -111五Sl1
日l成県îi荘地J;i;(\誠Þ'd農地時:溢)f祭目，~N 第9il.、 ホ |刊誌j~柑IIJ II)ill:1.I刷出2名 ~ 1.1 ¥-1-16 fl 
~c;.r; J境 ~':f~~~~範投股火地I生3同校 iWH'復興⑨ ~% -~施設:I :'f IflJljjlf他l名 s JJ 9-11日
広域県亘理!-!JII[地I-<:~地存続 r.. i調査 iiilrl・復興情i 川本管理 )jj[j研 511 D.2~ 日

~';'t; J虫lM'，lfA地1m地与n重点謂tf. iWH-復興⑪ 111水'i:im! 友Eヨ研 6113日
[~.耐i県宇t取地l'<t~1直苛披式調1.' 復IU-復興⑫l IIl，Mr理 )j.iEi研 (i Ij 8・91'1
高If/i県石巻 Ï(J'1l地1史被 j~ :t地J問先 iUIII-従事II'm' ;'，111高度判111 胤ILH市他.J{'， 61112-1-1日
;古 J"'M~t部地)lititi刷!jti!~通り地I占{興業抱泣l!t;~:調査 調1f.研究 農業施設 l鳥島他，{'， (， fI ，，-1-1 n 
村Wi l，，'，i~珂 1111被j、地現地部1e iUIII-復興事 農地!Hl 此前j1j1{t，J臨Jt 611 23-?.J日
S)R~~ 神前 ;Ij ~1!施設被告調査 調査研究 農業他政 !向島他2す【 (，)j 2~ H 

rnf/il¥l百却i地改良1<:農地核者の現地"vu司企 住111'復興1i 111本管理 luEj:M他1{'， 711.J-)日
):(1事即日埋地E津波被ゾ、j童十本調査 第1.¥次 企画 I防災研究 "叫上前; JII(，‘9t1 
抑止W.¥l;;11波防災地現泡調査 第16次 ;'，llIi:jl!H111II 北111仁川旭3れ 7118日
}\j!.!i Ir.~;D君!地区除塩試験問時現1t ~1II 1 ・ iU興事 畑地 氏本位It J!'I 7-0 H 
部品噴いもわきil;における段~抱訟の被災越ff 調'Ii:研究 tf実施設土 1T:，JI:UJf他l名 7 )-121日
出J車 ~M.i. lf地E除Jä試験回J_l.jにおけるこUl';謁 t，: il1l1 J-1l1明書 畑地 日耳、主同胞1:Y， 古川2-Hi
;古l崎県干向調ガレキ等湖1f.lT1，せ iWII-復興@. A，lIl i~:il!l'押月| 北IIlt研限2r， 911131'1 
五l岐~~下提唱、参加I~H担興研究にWli る灯台せ iWIl-lil興雪 tE15施設て:( 石JU研 9 tJ 26-21 11 
;も l崎県工i理町除Jil~験 ~lJ品仁お!?ゐ i:J.足iittN i~ lI l- 復興'íV 畑地工学 1:::来iJiJfl血l名 91129-30日
日J地 l~下|主Im\it: íl1興七ミ 1- -UII~IU iWH -l立興~ jt業施設:1こT イリ1::1:研 1011 SEi 
g城県白理mf‘1¥法週I:J直l貴1:おけるitiali!tl水調査 制変研究 企画管理部 lj'IlUJ'i， 1011 j." B 
千;干県陸1両尚 II l!1ii~;在沼 Ut!!J;I( 1こおける;~崎地 ド，j;~fi lU1I1 -iU~~I@ 企拘~'ì;~li部 '1"['..1町 101111-13日
)i';J~ ~，~ filtili鮫九民地の現地調査 調査研究 111本作用 ;正~L i .耐他 2 包 10)j 1)-18 n 
Y:ï!血眼下民家幸IJIIJ \~似興問究{こ I:!iす一ゐ打ち合わ4 iWII復興雪 農J5胞訪:1:守 iiJtJM 11 fJ 1-2日
出城県 r~'~主、 1111型組興研究に附する打ち合わせ iUlII-iWJlI包i 3M1tE占)，~よ t叩ili ~λ~ I ~~iゐ- tiJ川町 Il!JJIJ 
百l成県下ilt，世被沢民地の割111l自H!illl絞HiLPIする現l似lfTせ 復111復興宮 !"川高度内IU ;ltllltliJI 121j 12・1313
宮城県 r~家主il1ll出血興町~I~ I\~する現地調在 彼IU復興⑧ 提案施位 1:午: IiJF:i研 12!J 1.J-161l 
'ul止県H昔rttH供給基地III訟のための先指紋i町民1l1I'1'主)I二係

i主'U復興@ 民地基盤1¥午 佐捕1領地長 12!J 11>1 1 
る打合せ

直純Mf~J自の 1i( 1.tk況且び除J.lifLí'!の実施.v.:æに閃する現地f時査 iWH 復興@ JlIA<持理 1.(jJ-.ヒ附他lお 12!J 19引 11
下i¥r!HUill，1'{被支出地knol担1111'(1耐しWIするJJl!ll!.l'l世JW'ffftせ 調1e研究 !"川沿~I主和Jm It川E州他1:Y. 12!J 20-21 1'1 
~f1~l~t ~ 農家害11111担保興研究にI'Jする現地調査 i担任l復興@ w:t随位I.e戸 uJti研 12111111 
下;'J成t~:I(珂!I'. li!t改良 li~JIl! Þr.~の現地利光 !U¥ll復興章 HJA，荷車 IiJl' -i'.lill 12!1 n2~ IJ 

ふ ~!i~

牢'Itfi
tす |在日~Ujj'i

1"1，1:限」地改良側双畏れ飢証mi%~ J-.l"除去対;吉 1拠地訓告
水利T~1'-::~f(1~t Wjl~(f.析 '1' 今泉街J，'i ~.ι 拠品研究調整

.J )12611 
ti!ii!M 付!山理部 位

~"1J出J).i(除~~技術開発 -A} I þ-lli~1-lllHY: (飯鉱村} 現地剖1i
ホヰIJJ学官tM，Wi原i前'1' 今県柏崎lt，奥島附究訓~

j TI ，J・2自11
環有!被企画官号11部

除染プロ~i liiJfJlll!l~問先(阪総トj) 現地調11:
水利1字削j史企画 i)'領j員長 奥島研究前12i生他l

6!J JlI 
校 ~II部 名

除染プロ'JiJjil現地調査{版;u:1)) 現地調1f. 水IlIi'，':jl立flJ川 聞にし11，'(;他1名 (， !Jill 

~j&プ rJl) i jjlJJ]，!.地調査{阪鉱山 現地制資
木和J]号 制M 企画| IJ'今泉街波長 奥}r~~研究湖整

6 1J~1I 
;iii:耳l'部 役

除U:7"口奥地調1f.( ~1節村} 現地調査
水~il Cιl(jJ;!i 企副 IJ' 柏崎 J~ 奥山研究荷主役

6 JJ I J - I~ 卜|
告 ~r$ 他I-I'，

地1本政調孔設間及びj)UW<誌験1，'ijJ時版部付) 現地;~~1t ;Ni原ifil足首iJ史 今JIt鋲M長(血1名 品112.111

試験~Ij鴎に附する引合せikぴ試験凶鳩'ìì'FI1(81詰付) 現地i~tii
水利:1守一帯!M企出| IJ' 領域l主 奥島研究剖~~(!k

J!l1 [1 
管理l部 他l名

政的liË除~~に係る現地問1d飯館村) 現地将官 本111高度事IJm 即日上市位l名 711HI 
政射性物m.i，換に係る現地調1f.(飯館村) 現地神ff ';;111高度制HI 原rll'防位l名 1116 I1 
地下木lJIiI!lJ孔設置Jkぴj'.I，真Ii!i(<試敷bJi]J!時飯品~I'j) 現地詩作 'ii雄前例宮[j，え 今品lt事JA長 J JJ 3[1 
bt5者同時有国'.(飯品HJJ 現地問査 企断管理部 奥山研究調1在住 (IJ'矢正l事) 71j 14 H 
~~q.tiIË除 ~ltjこ 12 る現，~在{似結対) 現地持丘 ';;111向!えjlJm 阪LI七回i他ltJ J 1115f1 
除染7'uj)~ljW;駿 ( Øi掠怜} 現j書割j'告 本科J令嗣l奇 '1' 釦J.H~ 怖匝'J前; J Jl2111 

戦時 ttF進1\土壌~í:染の第 2 阿打合せ{伎1首会挨) H合せ
A， i~工rf智[1品、 Wi唖術 中.~..最前班長 ~!島町究調主

J)j 22トi
環釦般企画符FII部 位

よIfIl:Ji\の\~射'lJ~îii~， J立 111;[(飯託付} 1M!車調査 4;1i;島工'y: Tïlll ~õ叫 SH 1-3 H 
飯gli件調H. 現1量調査 れu車循環智!被 今品価値li' s I'J 1--1 I1 
Itか与品H耳~験仁よる紋lj.tt/!i!:調査および鮫鉱Htの尖~T:試験H

現j量調官
企画管理部本州工 奥品研究調設f:l:'1' 領岐民

日JJ2-) rl 
l.せ e;:';!iVi 他2名
，.地の杭~~組物質l本まに附する現地1目安11.;:，'打合せ(飯能付} 現j量調ft 1)，111前官刺JlI 卸[1上同:1血1r， 811411 
'人ほ試験tこ li'l!t た/ß本系統調査 (Øi~付} 現地調査 fJ~断む理部 良品川先調整役他 ~1'1 8 f) 11-12 EI 
除染字、験の調世{員i耳'iln 現j色調1f. 水利:1守 官iM '1' 則正長 8 JJ 11日
ヲf~f.試験 (lbUt却|吹き付け) -;'7-.コ， ~:I日f{飯能付} 現地調.~f. 4;資源:1平 '1' 組成長，今良樹崎氏地うれ s Jj 1$.1912ゆ)[1

実証試験{花氏かさ)-0，コ 1 公 I~J <仮託け) 現地調1f
企画干Tl!I'.冊'.本制1・q:l県島研究調整m.rJr.今Jjt領Vi

81) 22.2品目
害i岐 ìfii神循環~Ii践 !主i血3y， 

-1; 11 1 :U"の政41当初口;摂l主 ;~I)主(lIlîi\付} 現地調査 *Wì'b;lT~!- FiITI正問i山1r， g)j 23.2.J日
~í:l止の現地主ìiE試験 {飯館Hl 現地調査 水fll工学背!域 1:1谷:lMf 8/J 1.1・25日
実証試散(i/lJ吉IfU)試験)マスコミ公瑚{段着i付} 現地利1i 水Wi原工~y: IJ' j!!IAK 今県知Y&!血5y， s IJ 19-30印刷
ホ 11 1土壌の~ljH当 初首謀11測定 (lfi~'i 付} 現地調1t 水Wi~(]>/ 石ITI:七lilf SJJJI.911211 
試駁11M肘;"-(版本処理1(飯島¥H) 現地調1，: 企両r;-~.目; 拠出研究両:~i:t位 1 tl 9!JJI] 
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5f1軍止鎮の!のう}~五ii. ~ti剤 j副収jj主(般都HJ 現地持1'i 広Wi'車]'j
中背iJ!&!持品川究倒幣i'.t

91112-1. FI 
也2名

話!?百モ F タ'1ンゲ調宜{飯館Hl 現地調1f. すri唱ι姉J.il背il占 今JillJi旋i主 91112-1. [1 
'J!dIE猷数回蛤の11\' 1忠雄K~~約下殺さおよび;1- i'l ・~Ir{(飯鉱村) 現地拘1.' 金剛np1部 1注品研究~陛rl 9月21H 
第 2 倒農地上l真~t染研究推進会議()j(ï;() 灯台せ ，4;¥'1;ιI:ij': ，)， 今忠罰則i.!見応研究調E位 9月2E1
戦時描進行土I.i!~b~技術のE 見交換会 i耳'0;0 mtせ 本制1:学制j世 '1' fliJ章氏憧21'， 91j 1X 1:1 
良地 ~mの除染1二 |羽する立見交j生 ('~Dl() 打合せ ;)(制1:'長著iJ当 <1' 帯!成長 10 Ij 20日
JARUS勉強会[民地土泌有における右手?成分除去.lHiにかかる技 tr合せ ~，利:U?柏崎 '1' 制!占長 10 1111日
ili指導J11j(~() 
版作J性物ft汚染農地i担 11:1研究会!11，(耳O~J 打台せ 水利:J:司有iM <1' 領成長 111)17日
七ンウム汚染J)，語調査{飯Mi付) 現地調査 水環境 1 ~ltiJ-'市他 2?'1 11 H 2..)5 FI 

実証猷駄置I j~説法率調査(飯説付) 現地調Jf ，íi~耐官耳J!iiI;
奥，%研究調整役 '1' ~!jJ;!iK 他

111130.12月IH
11'， 

実証試験飢I品詞tIe:ヰ調査(飯蔀付) 現地調査 企画官F里部 興品研究湖竪i:t佐 It 121'114・ISH 
当研サンター現地調査 I~Jíï' (吾.-tプロ関連)(飯館村} 現地調査 ~，利工学 '1' 鈎J!j，長 12111511 

}I-!会 ①也 l~\;11波 ~1 !1'! 百;f-t~.flt波 :;i興会;住専門委fli， (1ii 1酎) Hi 9'J支I~プ口 脆位J乍覧il虫 毛利背!t~K 』円]2.1411
自手県ιII波 I証明会議W!"J委 ~Î会{皐 21!iJ) 従事1!:1it首7ロ 施設]ー宇和j占 毛利簡腕長 5118E1 
1汗I.~;il'i在住興会説明"1吾 f!会 (お 3 1両il i~興支i~プロ i日Ili':)主本珂1 毛利飢I曜]AU]-治U¥:fVID jrl BII 
百手県;1口世話i明jit;長'.'tI"1委員会(:f，H!I) 1¥I¥'I!1'健プロ 施設:u許制l占 ℃利型¥1車長 7 Jl4E1 
む yol!'\ ;:jt波 j~興会議lり l"I Í! ~li: (第 5 1~J) 復興支伝プ日 施設:1字削14 モtll阪城長 8119日
1J干保不足品川!会議'，I，tI"IHli，(第61司) 復興支Jilプ口 i面設工当初J?i 毛利有iJ虫I、 HI5日
む H\;jt波説明I~ i-~~li 1}j.llEj主計会(お7骨J) 復興支援プ口 施設Z年領域 毛利官i蛾長 101115日

②iI!故対話N';~t 海岸仁おける:1咳11荒股討委討会 (¥i'i11品J) 技術文綬 iriifM:水型I! rJifiJ:I!i; j)-i 281:1 
海岸におけるnl波対策Il，JHH会(勉強会} 技術支援 iriWJ史*FcJ! HifiJlli; 51118 U 
海岸しおけるijt椛.lJH!説委討会(勉強会} 技術支援 {JIlt域水明! 灯ifiJ-"y; u 1120 FI 
海岸における:~:IÌ ì-l ~~般~HHii，(iii 21りIl 技術文Jt ìü H~:域水耳I! J'lifiH官 品!J2J 13 
海山:おける~It故m1lJ，討委H会(勉強会} H:i荷主1{ 沿岸岐点J]J' l'Ii古h'r. K 11 511 
海l:・における:r:IHt ~(験.H委員会{都 31りJ) Hí~í支持 iiit;U占.PI JliiiJ 席 1111151.1 

① 地tL彩特許制li 民地 milJII!Í!i~へのJt，i:i!二 l-h~~急影'11'，; 1 備委! It(第 1 1司} fHi支t& 擁設1守.Jj(判['; モ川 ・ 今fJ~顎域長 (， fllll 
民地農業m掩iEへの地む(~n・ 7緊急影響評価委員会 (ifí2 I!<Il 技栴支111 施設:1:子A:伺工学 屯利 ー 今~~f!!肱JH量 I t 6 JI 29・30日
毘J直 tHUII施設への地主LI'h緊急 ~.~1~~f-溢岳民会(第 3 1"1) 伎衛文J長 施設 rq:主制[';': 毛利，今品!i[i岐民 J 11 !X f1 

。 偏向県住!'ii.YJ、村i討 福l:，~~~内i司;;， ダムtHlj!主討委n会{都 11叫) 111#主m 1持活 均i!IIJlii; 7117.8E1 
福ぬ県内1'1 釘タムfHi~討長員会{第 1 1iil) tHj'トえt11点A HI!t造 地川I_Uy; 守119日
福島県内l!I'.'ifムt'illi検討委i1i，(第31'ij) t'i1ii7:J互 I!Wjfl 明川一U:も loTIHI 

⑤泊五，Wr~ 民主I!l~ム 1;11)，直樹能性信市! 委員会 (~I~ I-Iff) 技術克服 施設工ザ領域 HII領j主f~ 7 )1 221l 
農業JIWムため地耐定性検{A{ii'I会(第I炉Il 技術支Jji 施設T4首iWi モ:fIJ首1校長 x JJ J.4 H 
&H!JlI'/ムため池自t.'，tJ:-N'; ~d 委員会 (îií，1.<1) 技術支援 施設JA領域 モflJ傾城長 日JJ291J 
農業JIIヂムため池樹&I~性ll! iiF.{Hi7(立i3 jiilJ 技術文J~ 値段 r?官iL~ モ州首iJ史民 10 IIls 11 
útînll9ムため池船長性検証安日会(第 ~I叫} t'iii'i支援 施芯J:qlTi股 E引!錨成長 12JJ2111 

@11:'1什振興M 地民地すべ1) ノ:;1:危険地号~:é t/ll1t'lm意見聴Jf{i， (第ItilJ 技術支援 企両信理自，1: 'l'~U'，昨; 711511 
地t;地すベfJ~:í!f危険地緊 .t!.向Ui者ft.見lilf{会<V 2 ËIJ tïrl~iliì \ I"IUJ~; 911 1611 

① 那須野lJKj航空白ム検討 定11 1 ゲム技i計検討~f1会 技術支f~ l草地 崎山11，席 8)j 2611 
@ 耳、i'KJJI水険討 民::ì: Ml .'hIJ I 本能12のあり方1~ 1\;1する般討会 t~fl;r支持 施設1学制I占 毛利首iJ&K 9 JJ 29 rl 

il'ill品i毘葉集活排水施設のljlJ.!誕銃計画 ii，討委上i会lIa~; 技i括支!!i: 施設:1字削J~2 毛利領域K 121'11-1日
⑤ 'I'~~防災 ]j，( ~tJ車Jii、ln 沖地誌を教測とιt~地災泳~I!(対策に関するJ.Ii門

対策本部 企画l'防火利繋 鈴木防火潤!主役 6 [j 1.1日
調在~， (第11両Il
~(lじ地1iM'i{; i'þl車誌を教訓としたJt~'~ .iltjl!i対策にi閉する出i・l

対策本部 企耐防火間務 鈴木防乱調整役 9 1 1 2~ H 
謝it.i，(!ii 11 JUI) 

報告検~ t会 ① jHd:l胡iiiE会 良地法tkltll館側修会ml1l(農政局:1催) 擁寂工q:百11止 主制l領14t長拙2れ 5 JJ 3011 
0111衛文!f報告会 東日本Amu二おける民地・&'1柔JIl施設与の技術支!長引i行会 対策本部 企爾管理部 所長他2SYt 511.1111 
③ l~ifl仁左I~N';討会 農地譲tl~It対策の現地剥'1[(研修M 葉県j 催} 施設工年官!l主 t判官iJ占長i世4名 品1115・16)j
。技街支liA，討会 農地からの除厄に関する枝iiiN';.tt ~JI!民事路設 農地基盤|千 位瀬古iM長i血-It， (， JJ 24 rl 
③lHi支援I(m会 dl:λi世11'1-[且興佐術AEFift・lmH，(~~工研 'JU農 f，Jfセノター:i: IììD 対策本部 政術移転七ンター 121J 6f1 
@ 技術支tL般討会 大民i.:.かhの農業 tE付の{証明tにi唱するンンポジウム{民間1'2lii-

対革本部 余i曲官Fcl'部 1211711 
]l(.ltk竿主催)

o{::μfhSb r 日本!~号 í' -!I デミ (M(日本大程式調査報;lf会} ホポlJTe-i領域 <1' 百u占長 J Ji 16F1 
院議奥村工寺会ンンポ 「京fI {;大tυ、の;n，~lこよる農地1J;:;JfI((量l

;11絡所長原1]上111/他2名 s!J 8.9 JJ 
方向Jについて
平此23年l!t 日本地すベリ学会箔50腕研究発1A会 防:Uff究 中型u: 日iJwり12日
本文木資嵩f~，;~会 沿岸岐本理 NiriJI?: S Jl.il 11 
平成23司J!t t1I~農村1 寺会大会誠iM， r~! 日本大主災J ンポ

施設工可官jl~ E相l街路長 HJ611 ジウムj
第115同(干成23if.l!t秋季)物烈探査寺会 防災筒'~ë 中型上!y; 911 13 1-1 
合同農村m輿H:fi連盟京日本大友災 ~，.~;:m整{曲目i 両七ミナ 復興支i長七，-j・ 施設r竿領1車 毛利鋲JH~ 9凡15F1
CIGR (J司I~i~柔工学会)屈際ンンポジウム 水車j]寺領I或 q'lftj.U三 911 20 11 

海岸J!{r.Jjの泳法政
海岸堤防と背1'::農地の紘災の現状とiitlllの課題{東京大学:駒時ミ :itの災態と1話!lIIの

本側:r，浮 Hi古一1-刷 唖1127E1
ニンン イr;.1ーム ~1~~U且興への処方案} 現状と沼恵1:つい

て報告する

情報協会f占有i交流セミナー 本相11["/: '1' 部院長 10 fl18日
~H;t'，村I守会|司l!!支部ンンポアウム東 1 1本大riノ、の被告と今佐 支部大会の

企岡管理部12 小泉企ÎIBj告 ~I '部長 10月20日
想定される ;i~i1: への);tlt:Mfi高土パ:i， Jレヂfλカツンヨン参加 イベント
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Apprndix 4 民]:li}fウェブサイトにおける詑災関辿情報!Jl新絞過

I'roccss ofrcncwal ofNIRE wcb-sitc 011 activilics (01' lcchnical supp0l110 lhc Easl-Japal1 disas(cr wilhin2011 

更lii日時 場 月i 1/，1 寄

3月141:1 東日本大混尖への農村I"1研究所の対応(速報) 第一目(:3 H 13 日 までの経過 (JUi付策支緩本吉I~設置 tfil次派逝)

31j 16I-{ ïH;1本大震えへの農村工午研究所の対!~‘ (速報) 第判ij月151'1までの経過(第]次派遣. ~} 3次派遣)

3 '-j 18 EI 東日本大震呆への農村1.年:fiJ:先所の対応(joJr報) 第二割!:3n17 Rまでの経過(紋2向災当対策支lt:本部|副悩 守13闘Jゴ;一対策支鎚本部開催 第4次派J宣)

31i 22日 東日本大iJdへの農!tJ学研究所のmi:‘(速報) 第四報 3月21日までの経過(第5次派造)
3 H 23日 京Il本大'ilEJ，くへの農片I手研究所の対応(速報) 第五官13~ 231:1までの経過(者:41目災害対策文信本部開限)
4月3日 東日本大点火へのtE汁I.~研究所の対1(:(連帯!) 第六割!:3f131日までの経過(第51目|災害対策支縄本部開HiL第6次派遣. ~~ 7次誠治部8;J.;派遣)

4月21日 京円本大Z4災への農村工守一研究所の対応(速報) 第七割141-JIHIまでの経過(第6@災高対策支銀本部開HiL第9次派遣 第10;1¥派連)
4月271:l 東日本大震災への提片工学研究所の対応(速報) 長ゾL問述H íf.j情報・泳法による浸水を受!tたI!~平地水 I:Hの除 i且対策

5 J~ 1I R イベント情報 f京日本大震災仁おける民地農業m施設等の技術支媛報告会jの開院について

5 fI I1日 東日本大震災への龍村了守liH:先i9rのmt:(速報) 第八割l:5 Jl91:1までの溢過 (第7@1災主L対策支tu本部開催 第 s 阻災吾対鈴支援本部|副fI~ 第I1;1¥派遣)

5 i'J 20 EI プレス'J'J-7.
能J]iffが r ~( 1l本大震災lこおける農地農業川施政等の佐術支綾朝i告会j を附 fii(- 被害のJ広大防止と1F期の

復旧に向!tてー

5 H 30 IJ iliFI本大震災への脱げ工守研究所の対'.e.:(速報} 第九割1:5月20Bまでの経過(第 12 次派j~ " 第 \3次自民遺)

(， J"l6 EI 京日本大長うUll興支la特設サイト 東日本大~i災復興支tJl '1寺設サイトのI~I設

6月10日 ~(I:I本大震 ;λ復興支綾特設サイト f官[IW大震災i二おける農地・農業III施設者の技衛支援報告会jI泊fli訓告
6月20日 ~(日本大LEλíìI(I!l支援特設サイト i生Jょした施設の調査.iiilllJii1: : rilt波 ライ7ライン停:JIじよる農業施設の被告jの掲菰
b月21R 来日本大Ei災住興支援事Y:Azサイト t'*I. 1事のョ:なi，~!Il}) : r委員会等11¥1市j. rm~!支1をj

7JP EI 東日本大坂災i主興支援舵Jtサイト m工研のj:な活動 :r農地からのi訟j品IJ対する校術般的会J のI~HIr;調印;

7月IHI 東日本大震火復興支援軒設サイト 減災対策と池域復興のための技術支持コン七プト

7月1411 ~iU本大従来復興支援~fl&サイト 被災したb"'e設の言Jj'，， "ii1IB方法:農業施設編.2何
7月1;日 ~m本大震)(への農村工学研究所の対 I.ê.: (述調o 第十項1:1月l¥Hまでの経過(第14次派遣‘第15次派i古 都16次議jlil

7円19t1 iIi日本大tijj証明j支慢特設サイト 良x研災害支lii対策本部のffiJJき
7月20[1 ~i ト|本大震災i担興支援特設サイト 被炎した施設の調lf..iwn方法 :r津波被災民地の植!I状況調1f.Jの伺轍

7月221"1 ~!H本Jc旋JUU9l.1支提午112サイ ト
減災対策と地域復興のための技術支提コンセプト .rf断1)方策の考えJiJに「誠K良地J.L:I':i1!iのt.Hliと被害
の類型化j

日113R 東日本大能災復興支提特設サイト H刻n.復興仁役立つ技ifiや手日Jを抱蔽
81-) 5日 ~( U本大震災復興支提私設サイト 被災した権設の翻査・復旧1iil， ・「筒鳥ll，1いかきi!Jの農業施設肱災地l量調査」の掲載

s H 15 H プ'-'7.リリ λ 福島県飯絃1何lJ1!!水 Iflli場における農地J.l1Ç等に.f:;!tゐ ~1!lt性物質除去技?括協V.í1;の止めのー速の試験のお知らせ

日JI301] イベノト 「防災遺IIIJj(こ併せて農工研の東H本人記民対応と技術支振を俣市

10JJ 20 EI イベント [予報1r~ül本大民主;のíW日復興支慢のための技術講沼会 。 mw際会」の聞 mll:ついて

10 JJ 20 EI イベント [予報Jr大震災からの農業農村の復興Ul1するH術シン，1，ジウムjの1*llIlt!こついて
11 '1 2日 イベント f大震災からの農業 鍵付の復興(~I対する花 í~i ンンポジウよJ のI;Iß~について

11 JJ 16 EI イベント I東日本大ik災のi主旧・復興支援のための技術斡首会技術担I:J:会jの附1mについて
11 JI221:1 プレスリリース f大震災からの農業 iJ皇制の復興l二Ii¥Jする技術シンポジウL，jのIUlflla二ついて

日月221"1 プιスリリース
r Jli日本大震災のi~Jfl 開以一綬のための技術講沼会 F 伎街相i完全j HIJlili 
ー被災した終案農村の復!日 i主興のための技術tHi.fを実施Lます

11112211 京|料、大t;災復興支保特設サイト 被災した施設の謝1t.11l1fl方法 [農地-1:1兵隊染対策fi術の取り組みjのJ司被
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Appcndix 6 JiU~ 1司fの自宅災 Wl 連技術支援活動に tJ，íjする新IJfl jl.1ij在記事

Li~l ofncw只p"pcrarlidcs 011 NIRE lcchnical supporl 10 thc EaSI-Japal1 disaslcl、vithin2011 

No 年JJLI 4iJí tIH名与I~~; タイトル

2011.5.11 FI 本i貨当S~3Î 開 水 IIII制~X f4A浸透か部水選択を

2 2011.6.1 日本j主謀:羽iHH 農地 ・施設 三次災t!:f防げ

3、 2011.6.8 成来:;H， i斉 ~Vr tJfj 災 主主'に ~lÍ! し 、地域へ

4 2011.6.13 東1::1本 2íji U~ 1主興~，)í l:H'J :ì~ì : .水路に新手法

5 2011.6.24 日本農業新聞 新設交付金泊月jへ診断斡

6 2011.8.20 日本j主主~~i)íliiJ セシウム十Ij~~ 71:とゴ-に1:01化斉IJ

7 2011.8.16 日本農業Wi間 |徐塩方法 地域に合う技術必嬰

8 2011.8.10 F/2判定義新聞 |徐t;~ )j法 1.11水七1:.で選択

9 2011.8.25 日本農業新聞 代かきと排水で|徐染

10 2011.8.26 日 本 jFL業~iJílliJ ハウスの補強大切

11 2011.8.26 全| 山2是非~ ~Yi' r~H 拓¥!誌 fiJ1創刊サで|徐染ヲJli免 去二r.!こ町11ヒi-'ilJ

12 2011.10.19 H本農業新lia WI化方IJ て、土壌 j:fJ~染

13 2011.11.10 円本J~~ ~さえYíl~] 多様な担1."、手育てて

14 2011.12.8 日本農業~~ílm fi成災j民地」を拠笑

15 2011.12.9 R*J託業新 Il~J 地下水J;\ぽ~:t!文字千へ

16 2011.12.15 土地改良新聞 未来の従業を自IJるl

17 2011.12.11 '，{*h'Ii]タイムズ 格差小さくても大丈夫



Disaster Response to the 2011 off the Pacific coast of Tohoku Earth­
quake by the National Institute for Rural Engineering and Study on 
Damages to Farmland and Agricultural Facilities by Earthquake Di­
saster 

SUZUKI Hisato and NAKAZATO Hiroomi 

Summary 

The 2011 off the Pacific coast of Tohoku Earthquake, magnitude 9.0, occurred on II March 2011 and 

damaged a large number of farmland and agricultural facilities with a huge tsunami disaster in Tohoku and Kanto 

Region. The National Institute for Rural Engineering (N[RE) is the designated public corporation for disaster 

management according to the Disaster Countermeasures Basic Act. [n response to requests from relevant authorities, 

NIRE dispatched technical support teams to the devastated areas to give technical advice to ensure that prompt 

countermeasures were taken. N[RE dispatched a total of 57 staff in 2011. In this study, the damages by earthquake to 

farmland and agricultural facilities were analyzed as a whole with the case of the Tohoku Earthquake. As the result we 

found that there is significant relationship between seismic intensities and damages. NIRE will continue to carry out 

research on effective earthquake disaster countermeasures, utilizing both hardware and software to reduce earthquake 

risks for rural areas. 

Keywords: Disaster Countermeasures Basic Act, designated public corporation, technical support, estimated seismic 

intensity 
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